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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークにおける干渉を緩和する方法において、
　第２の基地局のために、第１の基地局によってサブフレームを予約することと、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって、前記予約されたサブフレームの第１の部分において基準信号を、前記
第１の基地局によって送ることと、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションへの干渉を減少させるために、前
記第１の基地局によって、前記予約されたサブフレームの残りの部分において送信を送ら
ない又は低送信パワーレベルでの送信を送ることと、
を具備し、
　前記基準信号を送ることは、前記予約されたサブフレームの先頭のＭのシンボル期間に
おいて前記基準信号を送ることを具備し、Ｍは、１以上であり、前記第１の基地局でのア
ンテナの数に依存する、方法。
【請求項２】
　前記予約されたサブフレームをＭＢＳＦＮサブフレームとして伝達するシステム情報を
、前記第１の基地局によってサーブされるステーションに、前記第１の基地局によって送
ること、をさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第１の基地局は、高パワー基地局であり、前記第２の基地局は、低パワー基地局で
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ある、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記第１の基地局は、制限されたアクセスを持ち、前記第２の基地局は、制限された又
は無制限のアクセスを持つ、請求項１の方法。
【請求項５】
　無線通信のための装置において、
　第２の基地局のために、第１の基地局によってサブフレームを予約する手段と、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって、前記予約されたサブフレームの第１の部分において基準信号を送る手
段と、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションへの干渉を減少させるために、前
記予約されたサブフレームの残りの部分において送信を送らない又は低送信パワーレベル
での送信を送る手段と、
を具備し、
　前記基準信号を送る手段は、前記予約されたサブフレームの先頭のＭのシンボル期間に
おいて前記基準信号を送る手段を具備し、Ｍは、１以上であり、前記第１の基地局でのア
ンテナの数に依存する、装置。
【請求項６】
　前記予約されたサブフレームをＭＢＳＦＮサブフレームとして伝達するシステム情報を
、前記第１の基地局によってサーブされるステーションに送る手段、をさらに具備する、
請求項５の装置。
【請求項７】
　無線通信ネットワークにおいて情報を送る方法において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームの表示を、前記第
２の基地局によって受信することと、
　前記予約されたサブフレームの第１の部分において送信を、前記第２の基地局によって
送らないことと、ここで、前記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency n
etwork(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマットにしたがって前記第１の基地局によって
送られる基準信号を具備し、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、前記予約されたサブフレーム
の第２の部分において送信を、前記第２の基地局によって送ることと、
を具備し、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において送信を送ることは、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において基準信号を送ることと、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間
において制御情報を送ることと、
　前記第２の基地局によってサーブされる前記ステーションに、前記予約されたサブフレ
ームの前記第２の部分における残りのシンボル期間においてユニキャスト情報を送ること
と、
を具備する、方法。
【請求項８】
　前記予約されたサブフレームの前記第１の部分は、Ｍのシンボル期間を具備し、Ｍは、
１以上であり、前記第１の基地局でのアンテナの数に依存する、請求項７の方法。
【請求項９】
　無線通信のための装置において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームの表示を受信する
手段と、
　前記予約されたサブフレームの第１の部分において送信を送らない手段と、ここで、前
記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレ
ーム・フォーマットにしたがって前記第１の基地局によって送られる基準信号を具備し、
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　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、前記予約されたサブフレーム
の第２の部分において送信を送る手段と、
を具備し、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において送信を送る手段は、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において基準信号を送る手段と、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間
において制御情報を送る手段と、
　前記第２の基地局によってサーブされる前記ステーションに、前記予約されたサブフレ
ームの前記第２の部分における残りのシンボル期間においてユニキャスト情報を送る手段
と、
を具備する、装置。
【請求項１０】
　無線通信ネットワークにおいて情報を受信する方法において、
　第１の基地局のために予約されたサブフレームをステーションによって受信することと
、ここで、前記サブフレームは、第１の部分と第２の部分を具備し、前記第１の部分は、
multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマッ
トにしたがって第２の基地局によって送られる基準信号を具備し、
　前記サブフレームの前記第１の部分の処理を前記ステーションによってスキップするこ
とと、ここで、前記第１の部分は、前記サブフレームの先頭のＭのシンボル期間を具備し
、Ｍは、１以上であり、
　前記ステーションに対して前記第１の基地局によって送られたユニキャスト情報を復元
するために、前記サブフレームの前記第２の部分を前記ステーションによって処理するこ
とと、
を具備し、
　前記サブフレームの前記第２の部分を処理することは、
　前記サブフレームの前記第２の部分から基準信号を復元することと、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間から制御情
報を復元することと、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つの残りのシンボル期間から
前記ユニキャスト情報を復元することと、
を具備する、方法。
【請求項１１】
　前記ステーションに対するユニキャスト情報を伝えることとして前記サブフレームを伝
達するシグナリングを、前記ステーションによって受信すること、をさらに具備する、請
求項１０の方法。
【請求項１２】
　Ｍは、前記第２の基地局でのアンテナの数に依存する、請求項１０の方法。
【請求項１３】
　無線通信ステーションのための装置において、
　第１の基地局のために予約されたサブフレームをステーションによって受信する手段と
、ここで、前記サブフレームは、第１の部分と第２の部分を具備し、前記第１の部分は、
multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマッ
トにしたがって第２の基地局によって送られる基準信号を具備し、
　前記サブフレームの前記第１の部分の処理をスキップする手段と、ここで、前記第１の
部分は、前記サブフレームの先頭のＭのシンボル期間を具備し、Ｍは、１以上であり、
　前記ステーションに対して前記第１の基地局によって送られたユニキャスト情報を復元
するために、前記サブフレームの前記第２の部分を処理する手段と、
を具備し、
　前記サブフレームの前記第２の部分を処理する手段は、
　前記サブフレームの前記第２の部分から基準信号を復元する手段と、
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　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間から制御情
報を復元する手段と、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つの残りのシンボル期間から
前記ユニキャスト情報を復元する手段と、
を具備する、装置。
【請求項１４】
　前記装置に対するユニキャスト情報を伝えることとして前記サブフレームを伝達するシ
グナリングを受信する手段、をさらに具備する、請求項１３の装置。
【請求項１５】
　無線通信のための装置において、
　第２の基地局のために、第１の基地局によってサブフレームを予約するようにと、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって、前記予約されたサブフレームの第１の部分において基準信号を送るよ
うにと、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションへの干渉を減少させるために、前
記予約されたサブフレームの残りの部分において送信を送らない又は低送信パワーレベル
での送信を送るように、
構成された少なくとも１つのプロセッサを具備し、
　前記基準信号を送ることは、前記予約されたサブフレームの先頭のＭのシンボル期間に
おいて前記基準信号を送ることを具備し、Ｍは、１以上であり、前記第１の基地局でのア
ンテナの数に依存する、装置。
【請求項１６】
　コンピュータ読み取り可能記憶媒体において、
　少なくとも１つのコンピュータに、第２の基地局のために、第１の基地局によってサブ
フレームを予約させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、multicast/broadcast single frequency netwo
rk(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマットにしたがって、前記予約されたサブフレーム
の第１の部分において基準信号を送らせるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記第２の基地局によってサーブされるステー
ションへの干渉を減少させるために、前記予約されたサブフレームの残りの部分において
送信を送らせない又は低送信パワーレベルでの送信を送らせるためのコードと、
を具備し、
　前記基準信号を送らせることは、前記予約されたサブフレームの先頭のＭのシンボル期
間において前記基準信号を送らせることを具備し、Ｍは、１以上であり、前記第１の基地
局でのアンテナの数に依存する、コンピュータ読み取り可能記憶媒体。
【請求項１７】
　無線通信のための装置において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームの表示を受信する
ようにと、
　前記予約されたサブフレームの第１の部分において送信を送らないようにと、ここで、
前記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフ
レーム・フォーマットにしたがって前記第１の基地局によって送られる基準信号を具備し
、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、前記予約されたサブフレーム
の第２の部分において送信を送るように、
構成された少なくとも１つのプロセッサを具備し、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において送信を送ることは、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において基準信号を送ることと、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間
において制御情報を送ることと、
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　前記第２の基地局によってサーブされる前記ステーションに、前記予約されたサブフレ
ームの前記第２の部分における残りのシンボル期間においてユニキャスト情報を送ること
と、
を具備する、装置。
【請求項１８】
　コンピュータ読み取り可能記憶媒体において、
　少なくとも１つのコンピュータに、第２の基地局のために第１の基地局によって予約さ
れたサブフレームの表示を受信させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記予約されたサブフレームの第１の部分にお
いて送信を送らせないためのコードと、ここで、前記第１の部分は、multicast/broadcas
t single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマットにしたがって前記
第１の基地局によって送られる基準信号を具備し、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記第２の基地局によってサーブされるステー
ションに対して、前記予約されたサブフレームの第２の部分において送信を送らせるため
のコードと、
を具備し、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において送信を送らせることは、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において基準信号を送らせることと、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間
において制御情報を送らせることと、
　前記第２の基地局によってサーブされる前記ステーションに対して、前記予約されたサ
ブフレームの前記第２の部分における残りのシンボル期間においてユニキャスト情報を送
らせることと、
を具備する、コンピュータ読み取り可能記憶媒体。
【請求項１９】
　無線通信のための装置において、
　第１の基地局のために予約されたサブフレームをステーションによって受信するように
と、ここで、前記サブフレームは、第１の部分と第２の部分を具備し、前記第１の部分は
、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって第２の基地局によって送られる基準信号を具備し、
　前記サブフレームの前記第１の部分の処理をスキップするようにと、ここで、前記第１
の部分は、前記サブフレームの先頭のＭのシンボル期間を具備し、Ｍは、１以上であり、
　前記ステーションに対して前記第１の基地局によって送られたユニキャスト情報を復元
するために、前記サブフレームの前記第２の部分を処理するように、
構成された少なくとも１つのプロセッサを具備し、
　前記サブフレームの前記第２の部分を処理することは、
　前記サブフレームの前記第２の部分から基準信号を復元することと、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間から制御情
報を復元することと、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つの残りのシンボル期間から
前記ユニキャスト情報を復元することと、
を具備する、装置。
【請求項２０】
　コンピュータ読み取り可能記憶媒体において、
　ステーションの少なくとも１つのコンピュータに、第１の基地局のために予約されたサ
ブフレームを受信させるためのコードと、ここで、前記サブフレームは、第１の部分と第
２の部分を具備し、前記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network
(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマットにしたがって第２の基地局によって送られる基
準信号を具備し、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サブフレームの前記第１の部分の処理をス
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キップさせるためのコードと、ここで、前記第１の部分は、前記サブフレームの先頭のＭ
のシンボル期間を具備し、Ｍは、１以上であり、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ステーションに対して前記第１の基地局に
よって送られたユニキャスト情報を復元させるために、前記サブフレームの前記第２の部
分を処理させるためのコードと、
を具備し、
　前記サブフレームの前記第２の部分を処理させることは、
　前記サブフレームの前記第２の部分から基準信号を復元させることと、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間から制御情
報を復元させることと、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つの残りのシンボル期間から
前記ユニキャスト情報を復元させることと、
を具備する、コンピュータ読み取り可能記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、「ＭＢＳＦＮフレームの使用を通じてオーバーヘッドを最小化するシステム
及び方法」と題する、２００８年４月７日に出願され、これについて譲受人に譲渡され、
参照によってここに組み込まれる米国仮特許出願第６１／０４３，１０４号に対する優先
権を主張する。
【背景】
【０００２】
Ｉ．分野
　本開示は、概ね通信、より明確には無線通信ネットワークにおいて情報を送信するため
の技術に関する。
【０００３】
ＩＩ．背景
　無線通信ネットワークは、ボイス、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、ブロ
ードキャストなどのような各種の通信サービスを提供するために広く展開される。これら
の無線ネットワークは、利用可能なネットワーク資源を共有することによって、複数のユ
ーザをサポート可能な多元接続ネットワークとしてもよい。そのような多元接続ネットワ
ークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）
ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交周波数多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングル－キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネット
ワークを含む。
【０００４】
　無線通信ネットワークは、多くのユーザ機器（ＵＥ）に対する通信をサポート可能な多
くの基地局を含むとしてもよい。基地局は、個々のＵＥに対してユニキャスト・データを
、及び／又は、多数のＵＥに対してブロードキャスト・データを、送信するとしてもよい
。基地局は、また、基地局との通信をサポートするために、ＵＥに対して基準信号（又は
パイロット）と制御情報とを送信するとしてもよい。基準信号と制御情報は、有用である
が、利用可能な無線リソースの一部を消費するオーバーヘッドになる。ネットワーク容量
を改善するために可能な程度まで、基準信号と制御情報によるオーバーヘッドを縮小する
ことが望ましい。
【概要】
【０００５】
　無線通信ネットワークにおいて情報を送信するための技術がここで説明される。無線ネ
ットワークは、（ｉ）個別のＵＥに対してユニキャスト情報を送信するために使用される
正規のサブフレーム及び（ｉｉ）複数のＵＥに対してブロードキャスト情報を送信するた
めに使用されるmulticast/broadcast single frequency network（ＭＢＳＦＮ）サブフレ
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ームをサポートするとしてもよい。ユニキャスト情報は、特定の個別のＵＥに対して送信
されるデータ、制御情報、基準信号、及び／又は、他の通信を具備するとしてもよい。ブ
ロードキャスト情報は、複数のＵＥに対して送信されるデータ、制御情報、基準信号、及
び／又は他の通信を具備するとしてもよい。ＭＢＳＦＮサブフレームは、正規のサブフレ
ームよりも、基準信号及び制御情報に対して低いオーバーヘッドを持つとしてもよい。
【０００６】
　ある局面において、ＭＢＳＦＮサブフレームは、干渉を緩和し及び異なるパワークラス
の基地局によるオペレーションをサポートするために使用されるとしてもよく、基地局は
、制約された結合、中継局、などをサポートする。第１の基地局は、第２の基地局によっ
てサーブされるステーション（例えば、ＵＥ、リレー、など）に対して高干渉を引き起こ
す。ある設計において、第１の基地局は、第２の基地局のためのサブフレームを予約する
としてもよく、ＭＢＳＦＮサブフレームとして、予約されたサブフレームを伝達するシス
テム情報を、そのステーションに送信するとしてもよい。第１の基地局は、ＭＢＳＦＮサ
ブフレーム・フォーマットにしたがって、予約されたサブフレームの第１の部分において
基準信号とできる限り制御信号をそのステーションに送信するとしてもよい。これらのス
テーションは、予約されたサブフレームがＭＢＳＦＮサブフレーム（例えば、システム情
報による）であることを期待するとしてもよいが、ＭＢＳＦＮサブフレームにおいてデー
タを受信することを指定されないだろう。第１の基地局は、干渉の低減のために、予約さ
れたサブフレームの残りの部分において無通信又は低通信パワーレベルのどちらでも、第
２の基地局によってサーブされるステーションに送信するとしてもよい。第２の基地局は
、そのステーションに対して、予約されたサブフレームの第１の部分において無通信を送
信してもよく、予約されたサブフレームの残りの部分においてユニキャスト情報を送信す
るとしてもよい。
【０００７】
　他の局面において、ＭＢＳＦＮサブフレームは、付加的な基地局の能力をサポートする
ために使用されるとしてもよい。ある設計において、基地局は、付加的な基地局の能力を
サポートしないレガシーのステーション（例えば、レガシーＵＥ）に対して、ＭＢＳＦＮ
サブフレームとしてフレームを伝達するシステム情報を送信するとしてもよい。基地局は
、また、付加的な基地局の能力をサポートする少なくとも１つの「新」ステーションに対
してユニキャスト情報を伝えることとして、サブフレームを伝達するシグナリングを送信
するとしてもよい。レガシーのステーションは、システム情報を受信するが、シグナリン
グを受信しないとしてもよく、新ステーションは、シグナリングを受信するとしてもよい
。基地局は、ＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットにしたがって、サブフレームの第１
の部分において基準信号とできる限り制御信号を、レガシーのステーションに送信すると
してもよい。基地局は、ユニキャスト情報を伝えることとして、サブフレームを認める少
なくとも１つの新ステーションに、サブフレームの第２の部分においてユニキャスト情報
を送信するとしてもよい。
【０００８】
　基地局は、サブフレームの第２の部分において１以上の基準信号及び／又は付加的な能
力に関するデータを送信するとしてもよい。ある設計において、基地局は、サブフレーム
において４以上のアンテナからの基準信号を送信するとしてもよい。他の設計において、
基地局は、サブフレームの第２の部分において、特定のステーションに、ビームフォーミ
ングを用いて専用の基準信号及びユニキャスト・データを送信するとしてもよい。さらに
、他の設計において、基地局は、サブフレームの第２の部分において、チャネル品質指示
（ＣＱＩ）基準信号を送信するとしてもよい。ＣＱＩ基準信号は、チャネル品質推定のた
めにステーションによって使用されるとしてもよい。基地局は、また、サブフレームの第
２の部分において、他の基準信号、制御情報、及び／又はデータを送信するとしてもよい
。
【０００９】
　本開示の各種の局面及び特徴は、以下でさらに詳細に説明される。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、無線通信ネットワークを示す。
【図２】図２は、例示のフレーム構造を示す。
【図３】図３は、２つの例示の正規のサブフレーム・フォーマットを示す。
【図４】図４は、２つの例示の空にされたサブフレーム・フォーマットを示す。
【図５】図５は、２つの例示の新サブフレーム・フォーマットを示す。
【図６】図６は、例示の変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットを示す。
【図７】図７は、例示の変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットを示す。
【図８】図８は、例示の２つの基地局による送信を示す。
【図９】図９は、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームにおいてユニキャスト情報を送信す
るためのプロセスを示す。
【図１０】図１０は、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームにおいてユニキャスト情報を送
信するための装置を示す。
【図１１】図１１は、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームにおいてユニキャスト情報を受
信するためのプロセスを示す。
【図１２】図１２は、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームにおいてユニキャスト情報を受
信するための装置を示す。
【図１３】図１３は、空にされたＭＢＳＦＮサブフレームを使用して干渉を緩和するため
のプロセスを示す。
【図１４】図１４は、空にされたＭＢＳＦＮサブフレームを使用して干渉を緩和するため
の装置を示す。
【図１５】図１５は、新サブフレームにおいてユニキャスト情報を送信するためのプロセ
スを示す。
【図１６】図１６は、新サブフレームにおいてユニキャスト情報を送信するためのプロセ
スを示す。
【図１７】図１７は、新サブフレームにおいてユニキャスト情報を受信するためのプロセ
スを示す。
【図１８】図１８は、新サブフレームにおいてユニキャスト情報を受信するための装置を
示す。
【図１９】図１９は、基地局とＵＥとのブロック図を示す。
【詳細な説明】
【００１１】
　ここで記述されている技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ及び他のネットワークのような様々な無線通信ネットワークに使用されるとしても
よい。用語「ネットワーク」、「システム」は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭ
Ａネットワークは、Universal Terrestrial Radio Access（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２００
０などのような無線技術を実装するとしてもよい。ＵＴＲＡは、ワイドバンドＣＤＭＡ（
ＷＣＤＭＡ（登録商標））及び他の様々なＣＤＭＡを含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－
２０００、ＩＳ－９５及びＩＳ－８５６標準をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、Gl
obal System for Mobile Communications（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実
装してもよい。ＯＤＦＤＭＡネットワークは、Evolved ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ultr
a Mobile Broadband（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）、な
どのような無線技術を実装するとしてもよい。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡは、Universal 
Mobile Telecommunication System（ＵＭＴＳ）の一部である。3GPP Long Term Evolutio
n（ＬＴＥ）及びＬＴＥ－Advanced（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳ
の新しい公開である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ及びＧＳ
Ｍは、「3rd Generation Partnership Project（３ＧＰＰ）」という名の組織からのドキ
ュメントにおいて記述されている。ｃｄｍａ２０００及びＵＭＢは、「3rd Generation P
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artnership Project 2（３ＧＰＰ２）」という名の組織からのドキュメントにおいて記述
されている。ここで記述される技術は、他の無線通信及び無線技術とともに、上述された
無線通信及び無線技術に対して使用されてもよい。明瞭さのために、この技術のある局面
は以下でＬＴＥについて記述され、ＬＴＥの用語は以下の記述の多くで使用される。
【００１２】
　図１は、ＬＴＥネットワークでもよい無通信ネットワーク１００を示す。無線ネットワ
ーク１００は、多数の展開されたノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他のネットワーク要素とを
含むとしてもよい。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であり、基地局、ノードＢ、アクセスポ
イントなどとして呼ばれるとしてもよい。各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的なエリアに通
信範囲を供給するとしてもよい。ネットワーク容量を改善するために、ｅＮＢの全面的な
受信可能範囲は、複数の(例えば３)より小さいエリアへ分割されるとしてもよい。３ＧＰ
Ｐにおいて、用語「セル」は、用語が使用される文脈に依存して、ｅＮＢの最も小さい受
信可能範囲、及び／又は、この受信可能範囲を供給するｅＮＢシステムを指す。
【００１３】
　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、及び／又は、セルの他の種類に対す
る通信範囲を提供するとしてもよい。マクロセルは、比較的大きな地理的エリア(例えば
半径で数キロメータ)をカバーするとしてもよく、サービス加入してＵＥによって無制限
のアクセスを許可してもよい。ピコセルは、比較的小さな地理的エリアをカバーするとし
てもよく、サービス加入によってＵＥによって無制限のアクセスを許可してもよい。フェ
ムトセルは、比較的小さな地理的エリア(例えば家)をカバーするとしてもよく、例えば、
家の中のユーザ用のＵＥ、特別のサービスプランに対して加入したユーザ用のＵＥ等の、
フェムトセルと関連を持つＵＥによる制限されたアクセスを許可してもよい。マクロセル
用のｅＮＢは、マクロｅＮＢとして呼ばれるとしてもよい。ピコセル用のｅＮＢは、ピコ
ｅＮＢとして呼ばれるとしてもよい。フェムトセル用のｅＮＢは、フェムトｅＮＢ又はホ
ームｅＮＢとして呼ばれるとしてもよい。図１に示される例において、ｅＮＢ１１０ａ，
１１０ｂ及び１１０ｃは、それぞれ、マクロセル１０２ａ，１０２ｂ及び１０２ｃ用のマ
クロｅＮＢとしてもよい。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘ用のピコｅＮＢとしても
よい。ｅＮＢ１１０ｙは、フェムトセル１０２ｙ用のフェムトｅＮＢとしてもよい。
【００１４】
　無線ネットワーク１００は、また、中継局を含むとしてもよい。中継局は、上流局（例
えば、ｅＮＢ又はＵＥ）からのデータ及び／又は他の情報の通信を受信し、下流局（例え
ば、ＵＥ又はｅＮＢ）にデータ及び／又は他の情報の通信を送信する局である。図１に示
される例において、中継局１１０ｚは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｚとの間の通信を促
進するために、ｅＮＢ１１０ａ及びＵＥ１２０ｚと通信するとしてもよい。中継局は、ま
た、中継ｅＮＢ、リレーなどとして呼ばれるとしてもよい。ここでの記述において、「局
」は、ＵＥ、中継局、又は情報を受信可能ないくつかの他の要素であるとしてもよい。
【００１５】
　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットを連結し、これらのｅＮＢに対す
る協調と制御を提供するとしてもよい。ネットワークコントローラ１３０は、単一のネッ
トワーク要素又はネットワーク要素の集合としてもよい。ネットワークコントローラ１３
０は、バックホールを介してｅＮＢ１１０と通信するとしてもよい。ｅＮＢ１１０は、ま
た、例えば直接に又は無線又はワイヤラインバックホール経由で間接的に、互いに通信す
るとしてもよい。
【００１６】
　無線ネットワーク１００は、マクロｅＮＢだけを含む同質のネットワークでもよい。無
線ネットワーク１００は、また、例えば、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、
リレーなどのような異なる種類のｅＮＢを含む同種のネットワークであるとしてもよい。
ｅＮＢのこれらの異なる種類は、異なる通信パワーレベル、異なる受信可能範囲、及び無
線ネットワーク１００における干渉の異なるインパクトを持つとしてもよい。例えば、マ
クロｅＮＢは、高い通信パワーレベル（例えば２０ワット）を持つとしてよいが、ピコｅ
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ＮＢ、フェムトｅＮＢ、及びリレーは、より低い通信パワーレベル（例えば１ワット）を
持つとしてもよい。ここで記述される技術は、同質及び異質ネットワークに対して使用さ
れるとしてもよい。
【００１７】
　ＵＥ１２０は、無線ネットワーク１００の間で分散されるとしてもよく、各ＵＥは、定
着でも、モバイルでもよい。ＵＥは、また、端末、モバイル局、加入者ユニット、局など
として呼ばれるとしてもよい。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム
、無線通信装置、ハンドヘルド装置、ラップトップ・コンピュータ、コードレス電話機、
ワイヤレス・ローカル・ループ（ＷＬＬ）局などでもよい。ＵＥは、ダウンリンク及びア
ップリンクを介して、ｅＮＢと通信するとしてもよい。ダウンリンク（又は順方向リンク
）は、ｅＮＢからＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（又は逆方向リンク）は、Ｕ
ＥからｅＮＢへの通信リンクを指す。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮ
Ｂ、リレー及び／又は他の種類のｅＮＢと通信可能であるとしてもよい。図１において、
ダブルの矢印を備えた実線は、ＵＥとサーブしているｅＮＢとの間の所望の通信を示し、
サーブしているｅＮＢは、ダウンリンク及び／又はアップリンクでＵＥにサーブすること
を示す。ダブルの矢印を備えた破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉通信を示す。
【００１８】
　図２は、送信に使用されてもよいフレーム構造２００を示す。送信タイムラインは、無
線フレームのユニットに分割されるとしてもよい。各無線フレームは、前もって定義され
ている持続時間(例えば１０ミリセカンド(ｍｓ))を持つとしてもよく、０～９のインデッ
クスを備えた１０のサブフレームに分割されるとしてもよい。各サブフレームは、２つの
スロットを含むとしてもよく、各スロットは、Ｌシンボル期間を含むとしてもよい。ＬＴ
Ｅにおいて、Ｌは、拡張サイクリックプレフィックスに対して６又は通常のサイクリック
プレフィックスに対して７に等しいとしてもよい。
【００１９】
　ＬＴＥは、ダウンリンクで直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を、そしてアップリンクで
single-carrier frequency division multiplexing（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤ
Ｍ及びＳＣ－ＦＤＭは、トーン、ビンなどと一般的に呼ばれる、複数（Ｋ）の直交サブキ
ャリアにシステム帯域幅を分割する。各サブキャリアは、データで変調されてもよい。一
般的に、変調シンボルは、ＯＦＤＭを用いた周波数ドメイン、およびＳＣ－ＦＤＭを用い
た時間ドメインにおいて送信される。隣接するサブキャリア間のスペースは、固定されて
もよく、サブキャリアの合計数（Ｋ）は、システムの帯域幅に依存してもよい。例えば、
Ｋは、それぞれ１．２５、２．５、５、１０あるいは２０ＭＨｚのシステムの帯域幅に対
して１２８、２５６、５１２、１０２４あるいは２０４８に等しいとしてもよい。
【００２０】
　ダウンリンクにおいて、図２に示されるように、各サブフレームは、シンボル期間０～
２Ｌ－１において２ＬのＯＦＤＭシンボルを含むとしてもよい。アップリンクにおいて、
各サブフレームは、（図２に図示されていない）シンボル期間０～２Ｌ－１において２Ｌ
のＳＣ－ＦＤＭＡを含むとしてもよい。
【００２１】
　ＬＴＥは、特定のＵＥに対するユニキャスト情報の通信をサポートする。ＬＴＥは、ま
た、すべてのＵＥに対するブロードバンド情報及びＵＥのグループに対するマルチキャス
ト情報の通信をサポートする。マルチキャスト／ブロードキャスト通信は、また、ＭＢＳ
ＦＮ通信と呼ばれる。ユニキャスト情報を送信するために使用されるサブフレームは、正
規のサブフレームと呼ばれるとしてもよい。マルチキャスト及び／又はブロードキャスト
情報を送信するために使用されるサブフレームは、ＭＢＳＦＮサブフレーム、ブロードキ
ャストサブフレームなどと呼ばれるとしてもよい。
【００２２】
　一般的に、ＭＢＳＦＮサブフレームは、サブフレームの第１の部分において基準信号及
びある制御情報を運び、サブフレームの第２の部分においてマルチキャスト/ブロードキ



(11) JP 5746292 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

ャスト・データを運び又は運ばなくてもよい、サブフレームである。ｅＮＢは、レガシー
ＵＥに対するＭＢＳＦＮサブフレーム（例えばシステム情報によって）としてサブフレー
ムを宣言してもよい。したがって、これらのレガシーＵＥは、ＭＢＳＦＮサブフレームの
第１の部分における基準信号及び制御情報を期待するだろう。ｅＮＢは、ＭＢＳＦＮサブ
フレームの第２の部分におけるブロードキャスト・データを期待するために、（上層シグ
ナリングによって）レガシーＵＥに通知してもよく、したがって、レガシーＵＥは、第２
の部分におけるブロードキャスト・データを期待するだろう。ｅＮＢは、また、ＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの第２の部分におけるブロードキャスト・データを期待するためにレガシ
ーＵＥに通知しなくてもよく、レガシーＵＥは、第２の部分におけるブロードバンド・デ
ータを期待しないだろう。ＭＢＳＦＮサブフレームのこれらの特徴は、下記に述べられる
ように開発されるとしてもよい。
【００２３】
　単純性のために、ここでの記述の多くで、用語「ブロードキャスト」は、一般的な１以
上のＵＥに対する通信を指し、ＵＥグループに対するマルチキャストとすべてのＵＥに対
するブロードキャストとの双方をカバーする。ＬＴＥは、ユニキャスト情報及びブロード
キャスト情報を送信するためのいくつかのサブフレーム・フォーマットをサポートする。
【００２４】
　図３は、ダウンリンクで特定のＵＥに対するユニキャスト情報の送信に使用されるとし
てもよい、２つの正規のサブフレーム・フォーマット３１０及び３２０を示す。ＬＴＥに
おける通常のサイクリックプレフィックスについて、左スロットは７つのシンボル期間０
～６を含み、右スロットは７つのシンボル期間７～１３を含む。各スロットは、多くのリ
ソース・ブロックを含む。ＬＴＥにおいて、各リソース・ブロックは、１つのスロット中
に１２のサブキャリアをカバーし、多くのリソース要素を含む。各リソースエレメントは
、１つのシンボル期間中の1つのサブキャリアをカバーし、実数又は複素数値でもよい、
１つのシンボルを送信するために使用されるとしてもよい。
【００２５】
　サブフレーム・フォーマット３１０は、２本のアンテナを装備するｅＮＢによって使用
されるとしてもよい。セル固有の基準信号は、シンボル期間０，４，７及び１１において
送信されるとしてもよい。基準信号は、送信機及び受信機によって事前に知られている信
号であり、パイロットなどと呼ばれるとしてもよい。セル固有の基準信号は、例えば、セ
ル識別子（ＩＤ）に基づいて決定される１以上のシンボルシーケンスを用いて生成される
、セルに対する特定の基準信号である。セル固有の基準信号は、一般の基準信号、一般の
パイロットなどと呼ばれるとしてもよい。アンテナ０について、セル固有の基準信号は、
シンボル期間０及び７におけるサブキャリアの第１のセットで、及びシンボル期間４及び
１１におけるサブキャリアの第２のセットで、送信されるとしてもよい。各セットは、６
つのサブキャリアだけ離れて間を空けて配置されたサブキャリアを含む。第１のセットに
おけるサブキャリアは、３つのサブキャリアだけ、第２のセットにおけるサブキャリアか
らのオフセットである。アンテナ１について、セル固有の基準信号は、シンボル期間０及
び７におけるサブキャリアの第２のセット、及びシンボル期間４および１１におけるサブ
キャリアの第１のセットで、送信されるとしてもよい。図３～７において、ラベルＲｉを
備えた与えられたリソース要素について、基準信号シンボルは、アンテナｉからそのリソ
ース要素で送信されるとしてもよく、シンボルは他のアンテナからそのリソース要素で送
信されなくてもよい。
【００２６】
　シンボル期間０におけるいくつかのリソース要素は、Physical Control Format Indica
tor Channel（ＰＣＦＩＣＨ）を送信するために使用されるとしてもよい。ＰＣＦＩＣＨ
は、は、サブフレーム内のPhysical Downlink Control Channel（ＰＤＣＣＨ）及びPhysi
cal ＨＡＲＱ Indicator Channel（ＰＨＩＣＨ）に対して使用されるシンボル期間の数（
Ｎ）を示すとしてもよく、ここでＮは、１、２又は３と等しいとしてもよい。ＰＤＣＣＨ
及びＰＨＩＣＨは、サブフレームのシンボル期間０～Ｎ－１内に送信されるとしてもよい
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。残りのシンボル期間Ｎ～１３は、Physical Downlink Shared Channel（ＰＤＳＣＨ）に
対して使用されるとしてもよい。ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨは、ダウンリンク及び／又は
アップリンクでのデータ通信に対して予定されるＵＥに対する制御情報を運ぶとしてもよ
い。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンクでのデータ通信に対してスケジュールされるＵＥに、ユ
ニキャスト・データを運ぶとしてもよい。
【００２７】
　サブフレーム・フォーマット３２０は、４本のアンテナを装備するｅＮＢによって使用
されるとしてもよい。セル固有の基準信号は、シンボル期間０，１，４，７，８及び１１
において送信されるとしてもよい。アンテナ０及び１について、セル固有の基準信号は、
サブフレーム・フォーマット３１０について上述されたように、サブキャリアの第１及び
第２のセットで送信されるとしてもよい。アンテナ２について、セル固有の基準信号は、
シンボル期間１におけるサブキャリアの第１のセットで、及びシンボル期間８におけるサ
ブキャリアの第２のセットで、送信されるとしてもよい。アンテナ３について、セル固有
の基準信号は、シンボル期間１におけるサブキャリアの第２のセットで、及びシンボル期
間８におけるサブキャリアの第１のセットで、送信されるとしてもよい。ＰＣＦＩＣＨは
、シンボル期間０において送信されるとしてもよく、ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨは、シン
ボル期間０～Ｎ－１において送信されるとしてもよく、ＰＤＳＣＨは、サブフレームの残
りのシンボル期間Ｎ～１３において送信されるとしてもよい。
【００２８】
　ＵＥは、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨを復元するために、正規のサブフレ
ームを処理するとしてもよい。ＵＥは、また、同期、セル探索、チャネル品質推定、信号
強度測定、チャネル推定などのような様々な目的のために、セル固有の基準信号を処理及
び使用してもよい。ＵＥは、推定されたチャネル品質に基づいてＣＱＩ情報を決定すると
してもよく、さらにサーブしているｅＮＢに対してＣＱＩ情報及び／又は信号強度測定を
報告するとしてもよい。サーブしているｅＮＢは、データ通信についてＵＥをスケジュー
ルする、ＵＥに対するデータ通信のためのレートを選択する、ＵＥに対するサーブしてい
るｅＮＢの変更を決定するなどのために、報告された情報を使用するとしてもよい。
【００２９】
　ＬＴＥと同じ周波数帯域で共存できる新しいシステム及び／又は新しい能力（例えばＬ
ＴＥの新バージョン）をサポートすることは、望ましいかもしれない。例えば、制限され
た結合を支援するｅＮＢと同様に、異なるパワー・クラスのｅＮＢ(例えば高パワーのｅ
ＮＢ及び低パワーのｅＮＢ)の共存を許可することは望ましいかもしれない。異なるパワ
ー・クラスのｅＮＢ及び／又は制限された結合をサポートするｅＮＢを備えた無線ネット
ワークは、ドミナント干渉シナリオに遭遇するとしてもよい。ドミナント干渉シナリオに
おいて、ＵＥは、１以上の干渉しているｅＮＢからの高干渉を観測してもよく、干渉は、
ＵＥで、サーブしているｅＮＢからの所望の信号よりもはるかに強いとしてもよい。
【００３０】
　ドミナント干渉シナリオは、範囲拡張のために生じるとしてもよく、ＵＥが、ＵＥによ
って検出された全てのｅＮＢのうち、より低いパス損失及びより低いジオメトリを持つｅ
ＮＢと連結するシナリオである。例えば、図１を参照し、ＵＥ１２０ｘは、マクロｅＮＢ
及びピコｅＮＢ１１０ｘを検出してもよく、マクロｅＮＢ１１０ｂよりもピコｅＮＢ１１
０ｘに対してより低い受信パワーを持つとしてもよい。それにも関わらず、もしｅＮＢ１
１０ｘに対するパス損失がマクロｅＮＢ１１０ｂに対するパス損失より低い場合、ＵＥ１
２０ｘがピコｅＮＢ１１０ｘに接続することが望ましいとすることができる。このことは
、ＵＥ１２０ｘに対して与えられたデータレートにおける無線通信に対して少ない干渉を
結果として得るとしてもよい。
【００３１】
　ドミナント干渉シナリオは、また、制限された結合のために生じるとしてもよい。例え
ば、図１において、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙの近くにあるとしてもよく
、このｅＮＢに対して高い受信パワーを持つとしてもよい。しかしながら、ＵＥ１２０ｙ



(13) JP 5746292 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

は、制約された結合のためにフェムトｅＮＢ１１０ｙをアクセスすることができないとし
てもよく、そのときは低い受信パワーを持つ制限されないマクロｅＮＢ１１０ｃと接続す
るとしてもよい。ＵＥ１２０ｙは、そのときはダウンリンクでフェムトｅＮＢ１１０ｙか
ら高い干渉を観測するとしてもよく、またアップリンクでｅＮＢ１１０ｙに対する高い干
渉を引き起こすとしてもよい。
【００３２】
　一般的に、第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢにサーブされるＵＥに対する高い干渉を引き
起こすとしてもよい。高干渉は、閾値を超える干渉又はいくつかの他の基準に基づいて定
量されるとしてもよい。高干渉を緩和するために、第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢのため
にいくつかのサブフレームを予約するとしてもよい。第２のｅＮＢは、予約サブフレーム
でそのＵＥに対してデータを送信してもよい。第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢによってサ
ーブされるＵＥに対して干渉を縮小するために何も送らないか、あるいは予約サブフレー
ムで低パワーレベルで送信するとしてもよい。しかしながら、第１のｅＮＢは、それでも
、各予約サブフレームで、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及びセル固有の基準
信号を送信するとしてもよい。これは、これらの送信を期待することができるそのＵＥに
よってオペレーションをサポートするためである。第２のｅＮＢによってサーブされるＵ
Ｅは、その後、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及びセル固有の基準信号に対す
る第１のｅＮＢによって使用されるリソース要素で第１のｅＮＢから高い干渉を観測する
としてもよい。さらに、異なる干渉をしているｅＮＢは、サブキャリアの異なるセットを
、それらセル固有の基準信号に対して使用するとしてもよく、全ＯＦＤＭシンボルは、そ
の後、セル固有の基準信号からの高干渉のために、第２のｅＮＢによって使用不可能とし
てもよい。図３に示されるサブフレーム３１０について、もし第１のｅＮＢが２つのアン
テナを装備している場合、第２のｅＮＢは、シンボル期間０，１，２，４，７及び１１（
又は１４シンボル期間のうちの６つ）を使用することができないとしてもよい。サブフレ
ーム３２０について、第１のｅＮＢが４つのアンテナを装備している場合、シンボル期間
０，１，２，４，７及び１１（又は１４シンボル期間のうちの７つ）を使用することがで
きないとしてもよい。第１のｅＮＢからのＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ及び基
準信号通信は、このように重要なオーバーヘッド（例えば４３％～５０％のオーバーヘッ
ド)を表わしてもよく、それは、第２のｅＮＢによって使用することができるシンボル期
間の数を実質的に減らしてもよい。
【００３３】
　１つの局面で、空にされたＭＢＳＦＮサブフレームは、異なるパワー・クラスのｅＮＢ
、制限された結合をサポートするｅＮＢ、中継局などによってオペレーションをサポート
するために使用されるとしてもよい。ｅＮＢは、ＭＢＳＦＮサブフレームを送信するとし
てもよく、このＭＢＳＦＮサブフレームは、（ｉ）Ｍ≧１の場合に、サブフレームの先頭
のＭのシンボル期間におけるセル固有の基準信号と制御情報、及び（ｉｉ）サブフレーム
の残りのシンボル期間におけるブロードキャスト・データ、を含むとしてもよい。空にさ
れたＭＢＳＦＮサブフレームは、（ｉ）サブフレームの先頭のＭのシンボル期間における
セル固有の基準信号と制御信号、及び（ｉｉ）サブフレームの残りのシンボル期間におけ
る無通信、を含むとしてもよい。ＵＥは、ＭＢＳＦＮ送信を受信するように構成されると
してもよく、その後、サブフレーム内で送信されたブロードキャスト・データを復元する
ためにＭＢＳＦＮサブフレームを処理するとしてもよい。ＭＢＳＦＮ送信を受信するよう
に構成されていないＵＥは、セル固有の基準信号を運ぶ先頭のＭのＯＦＤＭシンボルを処
理するとしてもよく、ＭＢＳＦＮサブフレーム内の残りのＯＦＤＭシンボルを無視すると
してもよい。ＭＢＳＦＮ送信を受信するように構成されていないＵＥについて、空にされ
たＭＢＳＦＮサブフレームは、ブロードキャスト・データを運ぶＭＢＳＦＮサブフレーム
と判別することが不能でもよく、これらのＵＥのオペレーションに影響を与えないだろう
。
【００３４】
　上述の例示のシナリオにおいて、第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢによってサーブされる
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ＵＥに対する高い干渉を引き起こしてもよく、第２のｅＮＢのためにいくつかのサブフレ
ームを予約してもよい。第１のｅＮＢは、ＭＢＳＦＮサブフレームとして予約サブフレー
ムを扱うとしてもよく、そのＵＥにＭＢＳＦＮサブフレームを伝えるシステム情報を送信
するとしてもよい。第１のｅＮＢは、そのＵＥが適切にＭＢＳＦＮサブフレームを受信す
ることを可能にするために、各ＭＢＳＦＮサブフレーム中の基準信号及び制御情報だけを
送信するとしてもよい。第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢによってサーブされるＵＥへの干
渉を縮小するために各ＭＢＳＦＮサブフレームの残りの部分を何も送信しなくてもよい。
【００３５】
　図４は、干渉を縮小するために、ｅＮＢによって使用されることができる、２つの空に
されたＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマット４１０及び４２０の例示の設計を示す。サ
ブフレーム・フォーマット４１０は、２つのアンテナを装備するｅＮＢによって使用され
るとしてもよい。セル固有の基準信号は、アンテナ０からのサブキャリアの第１のセット
で、及び、アンテナ１からのサブキャリアの第２のセットで、シンボル期間０に送信され
るとしてもよい。ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームのシンボル期間０に送信されるとしても
よく、ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨは、シンボル期間０～Ｍ－１に送信されるとしてもよく
、ここで、図４で示される設計においてＭ＝１であるが、一般的にＭ≦３である。無通信
は、残りのシンボル期間Ｍ～１３に送信される。
【００３６】
　サブフレーム・フォーマット４２０は、４つのアンテナを装備するｅＮＢによって使用
されるとしてもよい。セル固有の基準信号は、シンボル期間０及び１に送信されるとして
もよい。セル固有の基準信号は、サブフレーム・フォーマット４１０について上述される
ように、シンボル期間０にアンテナ０及び１から送信されるとしてもよい。
【００３７】
　セル固有の基準信号は、アンテナ２からのサブキャリアの第１のセットで、及びアンテ
ナ３からのサブキャリアの第２のセットで、シンボル期間１に送信されるとしてもよい。
ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームのシンボル期間０に送信されるとしてもよく、ＰＤＣＣＨ
及びＰＨＩＣＨは、シンボル期間０～Ｍ－１に送信されるとしてもよく、ここで図４で示
される設計においてＭ＝２であるが、一般的にＭ≦３である。無通信は、残りのシンボル
期間Ｍ～１３に送信されるとしてもよい。
【００３８】
　図４は、２つの空にされたＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットの例示の設計を示す
。空にされたＭＢＳＦＮサブフレームは、また、他のサブフレーム・フォーマットで定義
されてもよい。
【００３９】
　ブロードキャスト・データを運ぶＭＢＳＦＮサブフレームは、図４のフォーマット４１
０又は４２０と類似のフォーマットを持つとしてもよい。このＭＢＳＦＮサブフォーマッ
トについて、ＰＤＳＣＨは、サブフレームの残りのシンボル期間Ｎ～１３で送信されると
してもよく、ブロードキャスト・データを運ぶとしてもよい。
【００４０】
　上に記述された例示のシナリオにおいて、第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢによってサー
ブされるＵＥに対して高い干渉を引き起こすとしてもよく、第２のｅＮＢに対していくつ
かのサブフレームを予約してもよい。第１のｅＮＢは、空にされたＭＢＳＦＮサブフレー
ムとして予約サブフレームを定義するとしてもよい。第１のｅＮＢは、例えば、図４に示
すように、各空にされたＭＢＳＦＮサブフレームの先頭のＭのシンボル期間（例えば、第
１又は２のシンボル期間）におけるＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ
、及びセル固定の基準信号を、そのＵＥに送信するとしてもよい。第１のｅＮＢは、各空
にされたＭＢＳＦＮサブフレームの残りのシンボル期間において無通信を送信するとして
もよい。ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ及び基準信号送信は、もし第１のｅＮＢ
が２つのアンテナを装備する場合には１つのシンボル期間（又は７％のオーバーヘッド）
のみを、又は、もし第１のｅＮＢが４つのアンテナを装備する場合には２つのシンボル期
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間（又は１４％のオーバーヘッド）のみを、占めるとしてもよい。オーバーヘッドの実質
的な救済は、正規のサブフレームの代わりに空にされたＭＢＳＦＮサブフレームとして予
約サブフレームを定義することで達成されるとしてもよい。第１のｅＮＢは、空にされた
ＭＢＳＦＮサブフレーム内のブロードキャスト・データを送信せず、ブロードキャスト受
信においてどのＵＥに対してもこれらのＭＢＳＦＮサブフレームを割り当てないだろう。
【００４１】
　第２のｅＮＢは、予約サブフレーム内のそのＵＥに対する通信を送信するとしてもよい
。第２のｅＮＢは、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及びセル固有の基準信号の
通信について第１のｅＮＢによって使用されない全シンボル期間において送信するとして
もよい。第２のｅＮＢによってサーブされるＵＥは、第２のｅＮＢによって使用されるシ
ンボル期間に第１のｅＮＢからの少ない干渉又は無干渉を観測するだろう。
【００４２】
　範囲拡張によるドミナント干渉シナリオについて、第１のｅＮＢは、マクロｅＮＢ（例
えば、図１のｅＮＢ１１０ｂ）であるとしてもよく、第２のｅＮＢは、ピコｅＮＢ（例え
ば、図１のｅＮＢ１１０ｘ）であるとしてもよい。マクロｅＮＢは、ピコｅＮＢに対する
いくつかのサブフレームを予約し、空にされたＭＢＳＦＮサブフレームとして、予約サブ
フレームを扱うとしてもよい。制限された結合によるドミナント干渉シナリオについて、
第１のｅＮＢは、フェムトｅＮＢ(例えば、図１のｅＮＢ１１０ｙ)としてもよく、第２の
ｅＮＢは、マクロｅＮＢ(例えば、図１のｅＮＢ１１０ｃ)としてもよい。フェムトｅＮＢ
は、マクロｅＮＢに対するいくつかのサブフレームを予約し、空にされたＭＢＳＦＮサブ
フレームとして、予約サブフレームを扱うとしてもよい。中継シナリオについて、第１の
ｅＮＢは、マクロｅＮＢ(例えば、図１のｅＮＢ１１０ａ)でもよく、第２のｅＮＢはリレ
ー(例えば図１のリレー１１０ｚ)でもよく、その逆も正しい。マクロｅＮＢは、リレーに
対するいくつかのサブフレームを予約し、空にされたＭＢＳＦＮサブフレームとして、予
約サブフレームを扱うとしてもよい。
【００４３】
　上述されたすべてのシナリオについて、もし、第１のｅＮＢによってサーブされるＵＥ
が、チャネル品質推定又は信号強度測定に対して予約サブフレーム内のセル固有の基準信
号を使用しない場合、オーバーヘッドはさらに縮小されるとしてもよい。この場合、第１
のｅＮＢは、各空にされたＭＢＳＦＮサブフレームにおいて何も送信しなくてもよく、基
準信号通信によるオーバーヘッドはなくてもよい。
【００４４】
　第２のｅＮＢは、各空にされたＭＢＳＦＮサブフレームにおける第１のｅＮＢによって
使用される各シンボル期間を使用することを避けるとしてもよく、各空にされたＭＢＳＦ
Ｎフレームは各サブフレーム内の先頭のＭのシンボル期間のみを含むとしてもよい。第２
のｅＮＢは、各空にされたＭＢＳＦＮサブフレームの残りのシンボル期間においてそのＵ
Ｅに基準信号、制御情報、及びユニキャスト・データを送信するとしてもよい。第２のｅ
ＮＢは、様々なサブフレーム・フォーマットを使用して、その通信を送信するとしてもよ
い。
【００４５】
　図５は、そのＵＥに対する通信を送信するために第２のｅＮＢによって使用されてもよ
い２つの新サブフレーム・フォーマット５１０及び５２０の例示の設計を示す。サブフレ
ーム・フォーマット５１０は、シンボル期間０が、第１のｅＮＢによって使用され、第２
のｅＮＢによって使用されない、と仮定する。第１及び第２のｅＮＢがそれぞれ２つのア
ンテナを装備している場合、サブフレーム・フォーマット５１０は、第２のｅＮＢによっ
て使用されるとしてもよい。セル固有の基準信号は、シンボル期間１、４、７及び１１に
おいて送信されるとしてもよい。アンテナ０について、セル固有の基準信号は、シンボル
期間１及び７におけるサブキャリアの第１のセットで、及びシンボル期間４及び１１にお
けるサブキャリアの第２のセットで、送信されるとしてもよい。アンテナ１について、セ
ル固有の基準信号は、シンボル期間１及び７におけるサブキャリアの第２のセットで、及
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びシンボル期間４及び１１におけるサブキャリアの第１のセットで、送信されるとしても
よい。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間１において送信されるとしてもよく、ＰＤＣＣＨ及
びＰＨＩＣＨは、シンボル期間１～Ｎで送信されるとしてもよく、ここで、１≦Ｎ≦３で
あり、ＰＤＳＣＨは、サブフレームの残りのシンボル期間Ｎ＋１～１３において送信され
るとしてもよい。
【００４６】
　サブフレーム・フォーマット５２０は、シンボル期間０及び１が、第１のｅＮＢによっ
て使用され、第２のｅＮＢによって使用されない、と仮定する。第１及び第２のｅＮＢが
それぞれ４つのアンテナを装備している場合、サブフレーム・フォーマット５２０は、第
２のｅＮＢによって使用されるとしてもよい。セル固有の基準信号は、シンボル期間２、
３、７、８及び１１において送信されるとしてもよい。アンテナ０について、セル固有の
基準信号は、シンボル期間２及び１１においてサブキャリアの第１のセットで、及びシン
ボル期間７におけるサブキャリアの第２のセットで、送信されるとしてもよい。アンテナ
１について、セル固有の基準信号は、シンボル期間２及び１１におけるサブキャリアの第
２のセットで、及びシンボル期間７におけるサブキャリアの第１のセットで、送信される
としてもよい。アンテナ２については、セル固有の基準信号は、シンボル期間３における
サブキャリアの第１のセットで、及びシンボル期間８におけるサブキャリアの第２のセッ
トで、送信されるとしてもよい。アンテナ３について、セル固有の基準信号は、シンボル
期間３におけるサブキャリアの第２のセットで、及びシンボル期間８におけるサブキャリ
アの第１のセットで、送信されるとしてもよい。ＰＣＦＩＣＨはシンボル期間２において
送信されるとしてもよく、ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨはシンボル期間２～Ｎ＋１において
送信されるとしてもよく、ここで１≦Ｎ≦３であり、ＰＤＳＣＨはサブフレームの残りの
シンボル期間Ｎ＋２～１３で送信されるとしてもよい。
【００４７】
　図５は、第２のｅＮＢによって使用されてもよい２つの新サブフレーム・フォーマット
の例示の設計を示す。新サブフレームは、また、他のサブフレーム・フォーマットで定義
されるとしてもよい。例えば、新サブフレーム・フォーマットは、ある使用不可能なシン
ボル期間０を持つとしてもよく、４つのアンテナからの基準信号をサポートするとしても
よい。新サブフレーム・フォーマットは、また、２つの使用不可能なシンボル期間０及び
１を持つとしてもよく、２つのアンテナからの基準信号をサポートするとしてもよい。一
般的に、新サブフレームは、Ｍの未使用のシンボル期間を用いて定義されるとしてもよい
。残りのシンボル期間は、アンテナ、制御情報、及びデータの任意数に対する基準信号を
送信するために使用されるとしてもよい。
【００４８】
　他の局面において、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、付加的なｅＮＢ能力をサポ
ートするために使用されるとしてもよい。ｅＮＢは、既存の正規のサブフレーム・フォー
マットによってサポートされない付加的な能力を備えた通信を送信することを望むとして
もよい。ｅＮＢは、これらの付加的な能力を使用するためにいくつかのサブフレームを予
約する。ｅＮＢは、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームとして、予約されたサブフレーム
を扱い、レガシーＵＥにＭＢＳＦＮサブフレームを運ぶシステム情報を送信するとしても
よい。ｅＮＢは、また、これらのサブフレームを処理することが可能な新ＵＥに対して、
変更されたＭＢＳＦＮサブフレームを伝達するシグナリングを送信するとしてもよい。ｅ
ＮＢは、レガシーＵＥが適切にＭＢＳＦＮサブフレームを受信することを可能にするため
に、各変更されたＭＢＳＦＮサブフレームにおける基準信号及び制御情報を送信するとし
てもよい。ｅＮＢは、各変更されたＭＢＳＦＮサブフレームの残存部の中のその付加的な
能力を使用して、新ＵＥに送信するとしてもよい。変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは
、このように、レガシーＵＥへの正規のＭＢＳＦＮサブフレームとして表され、これらの
ＵＥのオペレーションに影響を与えないだろう。
【００４９】
　ｅＮＢは、例えば、図４に示すように、各変更されたサブフレームの先頭のＭのシンボ



(17) JP 5746292 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

ル期間（例えば、第１又は第２のシンボル期間）におけるＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＨＩＣＨ、及び、セル固有の基準信号を送信するとしてもよい。ｅＮＢは、変更されたＭ
ＢＳＦＮサブフレームにおいてブロードキャスト・データを送信するとしてもよく、ブロ
ードキャスト受信のためにどんなＵＥに対してもこれらのＭＢＳＦＮサブフレームを割り
当てないだろう。ｅＮＢは、新ＵＥに、各変更されたＭＢＳＦＮサブフレームの残りのシ
ンボル期間において様々な方法で、ユニキャスト情報及び／又は他の通信を送信するとし
てもよい。新ＵＥは、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームを処理するためのシグナリング
によって通知され、これらのＵＥに送信されたユニキャスト情報を復元することができる
としてもよい。レガシーＵＥは、単に、各変更されたＭＢＳＦＮサブフレームにおける先
頭のＭのＯＦＤＭシンボルを処理するとしてもよく、サブフレーム内の残りのＯＦＤＭシ
ンボルを無視するとしてもよい。
【００５０】
　ある設計において、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、ｅＮＢでより多くのアンテ
ナをサポートするために使用されるとしてもよい。ｅＮＢは、例えば、６、８、又は可能
な限り多くの、４つを超えるアンテナを装備するとしてもよい。変更されたＭＢＳＦＮサ
ブフレームは、例えば、図４に示されるように、１つのシンボル期間において２つのアン
テナ、又は２つのシンボル期間において４つのアンテナからのセル固有の基準信号を含む
としてもよい。付加的なアンテナのためのセル固有の基準信号は、変更されたＭＢＳＦＮ
サブフレームにおける残りのシンボル期間のうちのいずれでも、送信されることができる
。
【００５１】
　図６は、ｅＮＢで６つのアンテナをサポートする変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム・
フォーマットの例示の設計を示す。サブフレーム・フォーマット６１０は、シンボル期間
０及び１に、セル固有の基準信号を含み、このセル固有の基準信号は、ブロードキャスト
・データを運ぶＭＢＳＦＮサブフレーム中のセル固有の基準信号と一致してもよい。アン
テナ０について、セル固有の基準信号は、シンボル期間０におけるサブキャリアの第１の
セットで、及びシンボル期間７におけるサブキャリアの第２のセットで、送信されるとし
てもよい。アンテナ１について、セル固有の基準信号は、シンボル期間０におけるサブキ
ャリアの第２のセットで、及びシンボル期間７におけるサブキャリアの第１のセットで、
送信されるとしてもよい。アンテナ２について、セル固有の基準信号は、シンボル期間１
におけるサブキャリアの第１のセットで、及びシンボル期間８におけるサブキャリアの第
２のセットで、送信されるとしてもよい。アンテナ３について、セル固有の基準信号は、
シンボル期間１におけるサブキャリアの第２のセットで、及びシンボル期間８におけるサ
ブキャリアの第１のセットで、送信されるとしてもよい。アンテナ４について、セル固有
の基準信号は、シンボル期間４におけるサブキャリアの第１のセットで、及びシンボル期
間１１におけるサブキャリアの第２のセットで、送信されるとしてもよい。アンテナ5に
ついて、セル固有の基準信号は、シンボル期間４におけるサブキャリアの第２のセットで
、及びシンボル期間１１におけるサブキャリアの第１のセットで、送信されるとしてもよ
い。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、送信されてもよく、ＰＤＣＣＨ及びＰＨ
ＩＣＨは、シンボル期間０～Ｎ－１において送信されるとしてもよく、ＰＤＳＣＨはサブ
フレームのうちの残りのシンボル期間Ｎ～１３において送信されるとしてもよい。ＰＤＳ
ＣＨは、１以上の新ＵＥのためのユニキャスト・データを運ぶとしてもよい。
【００５２】
　別の設計において、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、特定のＵＥに対する専用の
基準信号をサポートするために使用されるとしてもよい。変更されたＭＢＳＦＮサブフレ
ームは、例えば図４に示されるように、１つのシンボル期間に２つのアンテナからの、又
は２つのシンボル期間に４つのアンテナからのセル固有の基準信号を含むとしてもよい。
専用の基準信号は、変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム内の残りのシンボル期間のいずれ
においても、任意の数のアンテナから送信されるとしてもよい。専用の基準信号及び他の
ユニキャスト情報は、特定のＵＥに対してビームフォーミングを用いて送信されるとして
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もよい。ＵＥは、専用の基準信号に基づいたチャネル推定をドライブし、チャネル推定と
ともにユニキャスト情報に対するコヒーレント検出を行うとしてもよい。
【００５３】
　図７は、専用の基準信号をサポートする変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマ
ット７１０の例示の設計を示す。サブフレーム・フォーマット７１０は、ブロードキャス
ト・データを運ぶＭＢＳＦＮサブフレーム内のセル固有の基準信号と一致するとてもよい
、シンボル期間０及び１における固有の基準信号を含む。専用の基準信号は、セル固有の
基準信号の代わりに、シンボル期間４，７および１１におけるサブキャリアの第１のセッ
トで、及びシンボル期間４，８及び１１におけるサブキャリアの第２のセットで、送信さ
れるとしてもよい。専用の基準信号に使用され、図７において「Ｄ」とラベル付けされた
各リソース要素について、Ｔ個の基準信号シンボルは、ｅＮＢでＴ個のアンテナから送信
されるとしてもよく、ここでＴは、２，４などに等しいとしてもよい。セル固有の基準信
号に使用され、図７において「Ｒｉ」とラベル付けされた各リソース要素について、１つ
の基準信号シンボルは、１つのアンテナから送信されるとしてもよく、通信は、他のＴ－
１個のアンテナから送信されないとしてもよい。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０におい
て送信されるとしてもよく、ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨは、シンボル期間０～Ｎ－１にお
いて送信されるとしてもよく、ＰＤＳＣＨは、サブフレームの残りのシンボル期間Ｎ～１
３において送信されるとしてもよい。ＰＤＳＣＨは、特定のＵＥに対してユニキャスト・
データを運ぶとしてもよい。
【００５４】
　図７は、あるＵＥに対する専用の基準信号及びユニキャスト情報を備えた変更されたＭ
ＢＳＦＮサブフレームを示す。一般的に、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、１以上
のＵＥに対する１以上の専用基準信号及びユニキャスト情報を運ぶとしてもよい。各ＵＥ
の専用の基準信号は、シンボル期間の任意の数において、変更されたＭＢＳＦＮサブフレ
ーム内のサブキャリアの任意の数で、送信されるとしてもよい。セル固有の基準信号は、
また、変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム中のシンボル期間の任意の数において、送信さ
れるとしてもよい。
【００５５】
　さらに別の設計において、変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、ＣＱＩ基準信号又は
パイロットをサポートするために使用されるとしてもよい。ＣＱＩ基準信号は、周期的に
 (しかしあるいはセル固有の基準信号ほど頻繁でなく)送信され、チャネル品質推定に対
してＵＥによって使用されるとしてもよい。ＣＱＩ基準信号は、より高い送信電力で、よ
り多くのサブキャリアで、及び／又はセル固有の基準信号より多くのアンテナから、送信
されるとしてもよく、それはチャネル品質評価を改善するとしてもよい。ＣＱＩ基準信号
は、まれに（例えば、１０サブフレームに一度）、及び／又は、小さなオーバーヘッドで
送信され、チャネル推定に適さないかもしれない。したがって、ＣＱＩ基準信号は、チャ
ネル推定に使用されてもよい付加的なパイロット（例えば、専用基準信号)と連結されて
もよい。
【００５６】
　変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、例えば図４に示すように、先頭のＭのシンボル
期間においてレガシーのセル固有の基準信号を含むとしてもよい。レガシーのセル固有の
基準信号は、また、例えば、セル固有の基準信号が正規のサブフレーム内で送信される各
シンボル期間のように、変更されたＭＢＳＦＮサブフレーム内の他のシンボル期間におい
て、送信されるとしてもよい。変更されたＭＢＳＦＮサブフレームは、また、ＣＱＩ基準
信号を含むとしてもよく、それはシンボル期間の任意の数において、変更されたＭＢＳＦ
Ｎサブフレーム内のサブキャリアの任意の数で、送信されるとしてもよい。ＣＱＩ基準信
号は、セル固有の基準信号に付加的に、又は代わりに、送信されるとしてもよい。
【００５７】
　他の能力は、また、ＭＢＳＦＮサブフレームを用いてサポートされるとしてもよい。こ
のＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットは、レガシーＵＥによって理解されなくてもよ
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い。例えば、図５に示されるＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットは、ＭＢＳＦＮシグ
ナリングを通じて新しい能力をサポートするために使用されるとしてもよい。ドミナント
干渉シナリオにおいて、干渉しているｅＮＢは、ＭＢＳＦＮサブフレームを使用すること
によってほとんど空にされたサブフレームを作成するとしてもよい。しかしながら、干渉
しているｅＮＢは、ＭＢＳＦＮサブフレームの先頭のわずかのＯＦＤＭシンボルにおける
ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及び基準信号を、空にすることを許可されなくてもよい。干渉
しているｅＮＢからのＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及び基準信号は、他のｅＮＢからのそれ
らと衝突してもよい。ＵＥは、干渉しているｅＮＢによって空にされることと同様に、弱
いｅＮＢからのＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及び基準信号を復調することができなくてもよ
い。したがって、弱いｅＮＢは、このＵＥへの新しいコントロール及びパイロット通信を
使用するとしてもよい。例えば、弱いｅＮＢは、サブフレームのいくつかのリソース・ブ
ロックで新しい制御チャネルを送信するとしてもよい。弱いｅＮＢは、また、縮小された
オーバーヘッドを持つ新しい能力を使用するために、ＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマ
ットを使用するとしてもよい。
【００５８】
　そのような新しい能力は、また、リレーに役立つとしてもよい。リレーは、同じ周波数
帯で同時に送受信することができないとしてもよい。リレーは、そのうえ、ダウンリンク
でｅＮＢに対して聞くために、その通信(例えば、ＭＢＳＦＮサブフレームを使用する)を
空にするとしてもよい。リレーは、そのうえ、これらのＭＢＳＦＮサブフレームにおいて
ｅＮＢに対して聞くとしてもよい。しかしながら、リレーは、さらに、ｅＮＢからのＰＤ
ＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、及び基準信号に対して受信することができなくてもよい。ｅＮＢは
、そのうえ、リレーへの無線バックホールリンクで新しい制御シグナリングを使用すると
してもよい。ｅＮＢは、縮小されたオーバ-ヘッドを持つそのような新能力をサポートす
るためのＭＢＳＦＮサブフレームを使用するとしてもよい。
【００５９】
　図８は、ダウンリンクで２つのｅＮＢによる例示の通信を示す。第１のｅＮＢは、第２
のｅＮＢによってサーブされるいくつかのＵＥに対する高干渉を引き起こすとしてもよい
。第１のｅＮＢは、第２のｅＮＢのためにサブフレームｔ＋１，ｔ＋５などを予約すると
してもよく、ＭＢＳＦＮサブフレームのようにこれらの予約されたサブフレームをそれら
のＵＥに対して知らせるとしてもよく、空にされたＭＢＳＦＮサブフレームを各予約され
たサブフレームに対して送信するとしてもよい。各予約されたサブフレームについて、第
２のｅＮＢは、新サブフレームにおけるユニキャスト情報を、第１のｅＮＢからの高い干
渉を観測するそのＵＥに対して送信するとしてもよい。第２のｅＮＢは、正規のサブフレ
ームにおけるユニキャスト情報を、第１のｅＮＢからの高い干渉を観測しないＵＥに対し
て送信するとしてもよい。
【００６０】
　第１のｅＮＢは、付加的な能力を持つ通信に対して、サブフレームｔ＋４などを予約し
てもよく、ＭＢＳＦＮサブフレームとしてこれらの予約されたサブフレームをそのレガシ
ーＵＥに対して知らせるとしてもよく、各予約されたサブフレームに対する変更されたＭ
ＢＳＦＮサブフレームを、その新ＵＥに送信するとしてもよい。同様に、第２のｅＮＢは
、付加的な能力を持つ通信に対して、サブフレームｔ＋３，ｔ＋４などを予約するとして
もよく、ＭＢＳＦＮサブフレームとしてこれらの予約されたサブフレームを、そのレガシ
ーＵＥに対して知らせるとしてもよく、各予約に対する変更されたＭＢＳＦＮサブフレー
ムを、その新ＵＥに対して送信するとしてもよい。
【００６１】
　図９は、無線通信ネットワークにおいてデータを送信するためのプロセス９００の設計
を示す。プロセス９００は、基地局／ｅＮＢ(下記で説明されるように)、又は、リレーな
どのようないくらかの他のエントリによって実行されるとしてもよい。基地局は、ＭＢＳ
ＦＮサブフレームとしてサブフレームを伝達するシステム情報を送信するとしてもよい（
ブロック９１２）。基地局は、また、少なくとも１つのステーションに対してユニキャス
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ト情報を伝達することとして、サブフレームを伝達するシグナリングを送信するとしても
よい（ブロック９１４）。各ステーションは、ＵＥ、リレー、又はいくらかの他のエント
リであるとしてもよく、３ＧＰＰ Release ８より後期のリリースをサポートするとして
もよい。システム情報とシグナリングは、同じ又は異なる方法で送信されるとしてもよい
。基地局は、ＭＢＳＦＮサブフレームにしたがって、サブフレームの第１の部分において
基準信号（例えば、セル固有の基準信号）及びあるいは制御情報を、例えばサブフレーム
がＭＢＳＦＮサブフレームであることを期待するステーションに対して送信する（ブロッ
ク９１６）。これらのステーションは、システム情報によって、ＭＢＳＦＮサブフレーム
を通知されるとしてもよいが、ＭＢＳＦＮサブフレーム内のデータを受信するために割り
当てられないだろう。基地局は、ユニキャスト情報を伝達することとして、サブフレーム
を認める少なくとも１つのステーションに、サブフレームの第２の部分においてユニキャ
スト情報（例えばユニキャスト・データ、制御情報、基準信号など)を送信するとしても
よい（ブロック９１８）。
【００６２】
　ある設計において、基地局は、サブフレームにおいて４以上のアンテナから基準信号を
送信するとしてもよい。基地局は、例えば、図６に示されるように、サブフレームの第１
の部分において多くて４つのアンテナから基準信号を送信するとしてもよく、サブフレー
ムの第２の部分において少なくとも１つの付加的なアンテナから基準信号を送信するとし
てもよい。他の設計において、基地局は、また、例えば、図７に示されるように、サブフ
レームの第２の部分において、ビームフォーミングを備えたこのステーションに対して、
ユニキャスト情報を送信するとしてもよい。さらに他の設計において、基地局は、より多
くのサブキャリアで、及び／又は、基準信号より多くのアンテナから、例えばより高い送
信パワーで、サブフレームの第２の部分においてＣＱＩ基準信号を送信するとしてもよい
。
【００６３】
　図１０は、無線通信ネットワークにおいてデータを送信するための装置１０００の設計
を示す。装置１０００は、ＭＢＳＦＮサブフレームとしてサブフレームを伝達するシステ
ム情報を送信するモジュール１０１２、少なくとも一つのステーションに対してユニキャ
スト情報を伝えることとして、サブフレームを伝達するシグナリングを送信するモジュー
ル１０１４、ＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットにしたがって、サブフレームの第１
の部分において基準信号とできる限り制御情報を送信するモジュール１０１６、及びユニ
キャスト情報を伝えるとして、サブフレームを認める少なくとも一つのステーションに対
して、サブフレームの第２の部分においてユニキャスト情報を送信するモジュール１０１
８を含む。
【００６４】
　図１１は、無線通信ネットワークにおいてデータを受信するためのプロセス１１００の
設計を示す。プロセス１１００は、ＵＥ、中継局、又はいくらかの他のエンティティでも
よい、ステーションによって実行されるとしてもよい。ステーションは、ステーションに
対してユニキャスト情報を伝えることとして、サブフレームを伝達するシグナリングを受
信するとしてもよい（ブロック１１１２）。ステーションは、ＭＢＳＦＮサブフレーム・
フォーマットにしたがって送信される基準情報とできる限り制御情報を伝えるサブフレー
ムの第１の部分を受信するとしてもよい（ブロック１１１４）。ステーションは、ステー
ションに対してユニキャスト情報を伝えるサブフレームの第２の部分を受信するとしても
よい（ブロック１１１６）。ステーションは、ステーションに対するユニキャスト情報を
復元するために、サブフレームの第２の部分を処理するとしてもよい（ブロック１１１８
）。
【００６５】
　ある設計において、ステーションは、基準信号を復元するために、サブフレームの第１
及び第２の部分を処理するとしてもよい。基準信号は、サブフレームの第１の部分におい
て多くて４つのアンテナから送信されるとしてもよく、サブフレームの第２の部分におい
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て少なくとも一つの付加的アンテナから送信されるとしてもよい。基準信号は、また、サ
ブフレームの各部分において少数又は多くのアンテナから送信されるとしてもよい。他の
設計において、ステーションは、ステーションに送信される専用の基準信号を復元するた
めに、サブフレームの第2の部分を処理するとしてもよい。専用の基準信号及びユニキャ
スト情報は、ステーションにビームフォーミングで、あるいはビームフォーミングなしで
送信されるとしてもよい。ステーションは、例えば、コヒーレント復調及び／又は復号の
ためのように、ユニキャスト情報を復元するために、基準信号及び／又は専用の基準信号
を使用するとしてもよい。さらに別の設計において、ステーションは、ＣＱＩ基準信号を
復元するために、サブフレームの第２の部分を処理するとしてもよく、ＣＱＩ基準信号に
基づいてチャネル品質を推定してもよい。
【００６６】
　図１２は、無線通信ネットワークにおいてデータを受信するための装置１２００の設計
を示す。装置１２００は、ステーションに対してユニキャスト情報を伝えることとして、
サブフレームを伝達するシグナリングを受信するモジュール１２１２、ＭＢＳＦＮサブフ
レーム・フォーマットにしたがって送信される基準信号とできる限り制御情報を伝えるサ
ブフレームの第１の部分を受信するモジュール１２１４、ステーションに対してユニキャ
スト情報を伝えるサブフレームの第２の部分を受信するモジュール１２１６、ステーショ
ンに対してユニキャスト情報を復元するためにサブフレームの第２の部分を処理するモジ
ュール１２１８を含む。
【００６７】
　図１３は、無線通信ネットワークにおいて干渉を緩和するプロセス１３００の設計を示
す。プロセス１３００は、第１のステーション／ｅＮＢ（以下で説明するように）によっ
て、又は、例えばリレーなどのようないくらかの他のエンティティによって、実行される
としてもよい。第１の基地局は、第１の基地局からの高い干渉を観測してもよい第２の基
地局（例えば、ＵＥ、リレーなど）に対するサブフレームを予約するとしてもよい（ブロ
ック１３１２）。第１の基地局は、ＭＢＳＦＮサブフレームとして、予約されたサブフレ
ームをそのステーションに伝達するシステム情報を、送信するとしてもよい（ブロック１
３１４）。第１の基地局は、ＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットにしたがって予約さ
れたサブフレームの第１の部分において基準信号とできる限り制御信号をそのステーショ
ンに送信するとしてもよい（ブロック１３１６）。これらのステーションは、(例えば、
システム情報に基づいて)予約されたサブフレームがＭＢＳＦＮサブフレームであること
を期待してもよいが、ＭＢＳＦＮサブフレーム内のデータを受信するために割り当てられ
ないだろう。第１の基地局は、予約されたサブフレームの先頭のＭのシンボル期間におい
て基準信号及び制御情報を送信するとしてもよい。Ｍは、１以上でもよく、例えば図４に
示されるように、第１の基地局でアンテナの数に依存してもよい。第１の基地局は、第１
の基地局によってサーブされるステーションに対する干渉を減少するために、予約された
サブフレームの残りの部分において、無通信又は低送信パワーレベルでの通信のどちらで
送信をしてもよい（ブロック１３１８）。
【００６８】
　範囲拡張のためのドミナント干渉シナリオについて、第１の基地局は、高パワー基地局
(例えばマクロｅＮＢ)でもよく、第２の基地局は、低パワー基地局(例えばピコｅＮＢ、
フェムトｅＮＢ、又はリレー)でもよい。制限された結合によるドミナント干渉シナリオ
について、第１の基地局は制限されたアクセスを持つとしてもよく、第２の基地局は無制
限のアクセスを持つとしてもよい。
【００６９】
　図１４は、無線通信ネットワークにおいて干渉を緩和するための装置１４００の設計を
示す。装置１４００は、第２の基地局のために、第１の基地局によってサブフレームを予
約するモジュール１４１２、ＭＢＳＦＮサブフレームとして、予約されたサブフレームを
伝達するシステム情報を、第１の基地局によってサーブされるステーションに対して送信
するモジュール１４１４、ＭＢＳＦＮサブフレーム・フレームにしたがって、予約された
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サブフレームの第１の部分における基準信号とできる限り制御情報を送信するモジュール
１４１６、第２の基地局によってサーブされるステーションに対する干渉を減少するため
に、予約されたサブフレームの残りの部分において、無通信又は低送信パワーレベルで送
信するモジュール１４１８を含む。
【００７０】
　図１５は、無線通信ネットワークにおいてデータを送信するためのプロセス１５００の
設計を示す。第１の基地局は、第２の基地局によってサーブされるステーション（例えば
、ＵＥ、中継ステーションなど）に対する高い干渉を引き起こすとしてもよい。プロセス
１５００は、第２のステーション／ｅＮＢ(以下で説明されるように)によって、又は、例
えばリレーのようないくらかの他のエンティティによって、実行されるとしてもよい。第
２の基地局は、第２の基地局のために、第１の基地局によって予約されたサブフレームの
指示を受信するとしてもよい（ブロック１５１２）。第２の基地局は、予約されたサブフ
レームの第１の部分において無通信の送信を行うとしてもよい（ブロック１５１４）。第
１の部分は、そのステーションに対してＭＢＳＦＮサブフレームにしたがって第１の基地
局によって送信される基準信号とできる限り制御情報を具備するとしてもよい。予約され
たフレームの第１の部分は、例えば図４及び５で示されるように、Ｍのシンボル期間を具
備するとしてもよく、ここでＭは１以上としてもよく、第１の基地局でのアンテナの数に
依存するとしてもよい。
【００７１】
　第２の基地局は、予約フレームの第２の部分において通信を、そのステーションに対し
て送信するとしてもよい。ある設計において、第２の基地局は、予約サブフレームの第２
の部分において任意のシンボル期間に、基準信号を送信するとしてもよい。第２の基地局
は、例えば図５に示されるように、少なくとも一つのシンボル期間における制御情報を送
信するとしてもよく、そのステーションに対して、予約サブフレームの第２の部分におい
て残りのシンボル期間に、ユニキャスト情報を送信するとしてもよい。
【００７２】
　図１６は、無線通信ネットワークにおいてデータを送信するための装置１６００の設計
を示す。装置１６００は、第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフ
レームの指示を受信するモジュール１６１２、予約サブフレームの第１の部分において無
通信の送信を行うモジュール１６１４、第２の基地局によってサーブされるステーション
に対して、予約サブフレームの第２の部分において通信を送信するモジュール１６１６を
含む。第１の部分は、第１の基地局によってサーブされるステーションに対して、ＭＢＳ
ＦＮサブフレーム・フォーマットにしたがって、第１の基地局によって送信される基準信
号とできる限り制御信号を具備する。
【００７３】
　図１７は、無線通信ネットワークにおいてデータを受信するためのプロセス１７００の
設計を示す。プロセス１７００は、ＵＥ、リレー、又はいくらかの他のエンティティかも
しれない、ステーションによって実行されるとしてもよい。ステーションは、第２の基地
局に対して第１の基地局によって予約されるサブフレームに関して、ステーションに対す
るユニキャスト情報を伝えることとして、サブフレームを伝達するシグナリングを受信す
るとしてもよい（ブロック１７１２）。ステーションは、サブフレームの第１及び第２の
部分を受信するとしてもよい（ブロック１７１４）。第１の部分は、サブフレームの先頭
のＭのシンボル期間をまたがるとしてもよく、ここで、Ｍは、例えば図５に示されるよう
に、１以上としてもよく、第１の基地局でのアンテナの数に依存するとしてもよい。第１
の部分は、ＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットにしたがって、第１の基地局によって
送信される基準信号とできる限り制御情報を具備するとしてもよい。第１の基地局によっ
て送信される基準信号と制御情報は、第２の基地局からの任意の通信への高干渉を引き起
こすとしてもよい。
【００７４】
　ステーションは、サブフレームの第１の部分を飛ばすとしてもよい。ステーションは、



(23) JP 5746292 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

ステーションに第２の基地局によって送信されたユニキャスト情報を復元するために、サ
ブフレームの第２の部分を処理するとしてもよい（ブロック１７１６）。ある設定におい
て、ステーションは、サブフレームの第２の部分から基準信号を復元するとしてもよい。
ステーションは、例えば図５に示されるように、少なくとも１つのシンボル期間から制御
情報を復元するとしてもよく、サブフレームの第２の部分における少なくとも１つの残り
のシンボル期間からユニキャスト情報を復元するとしてもよい。
【００７５】
　図１８は、無線通信ネットワークにおいてデータを受信するための装置１８００の設計
を示す。装置１８００は、第２の基地局に対して第１の基地局によって予約されるサブフ
レームに関して、ステーションに対してユニキャスト情報を伝えることとして、サブフレ
ームを伝達するシグナリングを受信するモジュール１８１２、ＭＢＳＦＮサブフレーム・
フォーマットにしたがって、第１の基地局によって送信される基準信号とできる限り制御
情報を具備する第１の部分に関して、サブフレームの第１及び第２の部分を受信するモジ
ュール１８１４、ステーションに第２の基地局によって送信されたユニキャスト情報を復
元するために、サブフレームの第２の部分を処理するモジュール１８１６を含む。
【００７６】
　図１０、１２、１４、１６及び１８におけるモジュールは、プロセッサ、エレクトロニ
クス・デバイス、ハードウェア・デバイス、エレクトロニクス・コンポーネント、論理回
路、メモリ、ソフトウェア・コード、ファームウェア・コードなど、又はそれらの任意の
組み合わせを含むとしてもよい。
【００７７】
　図１９は、図１の基地局/ｅＮＢ１１０とＵＥ１２０の設計のブロック図を示し、それ
は、図１の基地局/ｅＮＢのうちの１つとＵＥのうちの１つとしてもよい。基地局１１０
は、Ｔ個のアンテナ１９３４ａ～１９３４ｔが装備されるとしてもよく、ＵＥ１２０は、
Ｒ個のアンテナ１９５２ａ～１９５２ｒが装備されるとしてもよく、ここで一般的にＴ≧
１及びＲ≧１である。
【００７８】
　基地局１１０で、送信プロセッサ１９２０は、データソース１９１２から、個別のＵＥ
に対するユニキャスト・データ及び／又は複数のＵＥに対するブロードキャスト・データ
を受け取り、データを処理（例えば、エンコード、インタリーブ、変調）し、データシン
ボルを提供するとしてもよい。送信プロセッサ１９２０は、また、コントローラ／プロセ
ッサ１９４０からの制御情報を受け取り、制御情報を処理し、制御シンボルを提供すると
してもよい。制御情報は、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ及びＰＨＩＣＨ、ＭＢＳＦＮサブフ
レームを伝達するシステム情報、空にされた及び変更されたＭＢＳＦＮサブフレームを伝
達するシグナリングなどで送信される情報を具備するとしてもよい。送信プロセッサ１９
２０は、また、セル固有の基準信号、１以上の専用の基準信号、及び／又は他の基準信号
に対する基準信号シンボルを生成するとしてもよい。通信（ＴＸ）multiple-input multi
ple-output（ＭＩＭＯ）プロセッサ１９３０は、もし可能であれば、データシンボル、制
御シンボル、及び／又は基準信号シンボルで空間的処理（例えばプレコーディング）を実
行するとしてもよく、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）１９３２
ａ～１９３２ｔに提供するとしてもよい。各変調器１９３２は、出力サンプルストリーム
を求めるために、それぞれの出力シンボルストリーム（例えばＯＦＤＭ用、など）を処理
するとしてもよい。各変調器１９３２は、さらに、ダウンリンク信号を求めるために、出
力サンプルストリームを処理（例えば、アナルグへ変換、増幅、フィルタ、及びアップコ
ンバート）するとしてもよい。変調器１９３２ａ～１９３２ｔからのＴ個のダウンリンク
信号は、それぞれ、Ｔ個のアンテナ１９３４ａ～１９３２ｔより送信されるとしてもよい
。
【００７９】
　ＵＥ１２０で、アンテナ１９５２ａ～１９５２ｒは、それぞれ、基地局１１０からのダ
ウンリンク信号を受信するとしてもよく、復調器（ＤＥＭＯＤ）１９５４ａ～１９５４ｒ
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に対して、受信された信号を提供するとしてもよい。各復調器１９５４は、入力サンプル
を求めるために、それぞれ受信された信号を整える（例えば、フィルタ、増幅、ダウンコ
ンバート、及びデジタル化）。各復調器１９５４は、さらに、受信されたシンボルを求め
るために、入力サンプル（例えば、ＯＦＤＭ用、など）を処理するとしてもよい。ＭＩＭ
Ｏ検出器１９５６は、全Ｒ個の復調器１９５４ａ～１９５４ｒからの受信されたシンボル
を求め、もし適用可能であれば、受信されたシンボルでＭＩＭＯ検出を実行し、検出され
たシンボルを提供するとしてもよい。受信プロセッサ１９５８は、検出されたシンボルを
処理し（例えば、復調、デインタリーブ、及びデコード）、データシンク１９６０に、Ｕ
Ｅ１２０に対するデコードされたデータを提供し、コントローラ／プロセッサ１９８０に
対して、デコードされた情報を提供するとしてもよい。
【００８０】
　アップリンクにおいては、ＵＥ１２０で、送信プロセッサ１９６４は、データソース１
９６２からデータ及びコントローラ／プロセッサ１９８０からの制御情報を受け取り及び
処理するとしてもよい。送信プロセッサ１９６４は、また、デモジュレーション基準信号
に対する基準信号シンボルを生成する。送信プロセッサ１９６４からのシンボルは、適用
可能であれば、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１９６６によってプレコードされ、さらに、変
調器１９５４ａ～１９５４ｒによって処理され、基地局１１０に対して送信されるとして
もよい。基地局１１０で、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、ＵＥ１２０によって送
信されたデータ及び制御情報を求めるために、アンテナ１９３４によって受信され、復調
器１９３２によって処理され、適用可能であればＭＩＭＯ検出器１９３６によって検出さ
れ、さらに受信プロセッサ１９３８によって処理されるとしてもよい。
【００８１】
　コントローラ／プロセッサ１９４０及び１９８０は、それぞれ、基地局１１０及びＵＥ
１２０でオペレーションを管理するとしてもよい。プロセッサ１９４０及び／又は他のプ
ロセッサ及び基地局１１０でのモジュールは、図９のプロセス９００、図１３のプロセス
１３００、図１５のプロセス１５００、及び／又は、ここで説明された技術における他の
プロセスを、実行又は管理するとしてもよい。プロセッサ１９８０及び／又は他のプロセ
ッサ及びＵＥ１２０でのモジュールは、図１１のプロセス１１００、図１７のプロセス１
７００、及び／又は、ここで説明された技術における他のプロセスを、実行又は管理する
としてもよい。メモリ１９４２及び１９８２は、それぞれ、基地局１１０及びＵＥ１２０
に対するデータ及びプログラムコードを記憶するとしてもよい。スケジューラ１９４４は
、ダウンリンク及びアップリンクでデータ通信のためにＵＥをスケジュールし、スケジュ
ールされたＵＥに対して、リソース承諾を提供するとしてもよい。
【００８２】
　当業者は、情報と信号が様々な異なる技術及び技能のうちのいずれを使用して表現され
てもよいことを理解するだろう。例えば、上記の記述の全体にわたって参照されることが
できるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、
電流、電磁波、磁界又は粒子、光学フィールド又は粒子、あるいはそれらの任意の組み合
わせによって表わされてもよい。
【００８３】
　これらの当業者は、ここで記述された開示に関して説明された様々な例示の論理ブロッ
ク、モジュール、回路、及びアルゴリズム・ステップが、電子ハードウェア、コンピュー
ター・ソフトウェア又は双方のコンビネーションとして、実装されてもよいことを、さら
に認めるだろう。ハードウェアとソフトウェアとの互換性を明確に例示するために、様々
な例示のコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、及びステップは、それらの機能
性の観点で概ね説明された。そのような機能性がハードウェアまたはソフトウェアのいず
れで実装されるかは、特別の適用と、システム全体に課された設計制約に依存する。熟練
した職人は、各特別の適用に対して方法を変えて記述された機能性を実装するとしてもよ
い。しかし、そのような実装の決定は、現在の開示の範囲から逸脱して引き起こるとして
解釈されるべきでない。
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【００８４】
　ここでの開示に関連して説明された、様々な例示の論理ブロック、モジュール、及び回
路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）又は他のプログラマ
ブル・ロジック・デバイス、離散的ゲート又はトランジスター・ロジック、離散的ハード
ウェア・コンポーネント、又はここで説明された機能をじっこうするために設計されたこ
れらの任意の組み合わせを用いて実装又は実行されるとしてもよい。汎用プロセッサは、
マイクロプロセッサでもよいが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、又はステート・マシンでもよい。プロセッサは、ま
た、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関
連する１以上のマイクロプロセッサ、又は任意の他のこのような構成の組み合わせのよう
な、計算装置の組み合わせとして実装されるとしてもよい。
【００８５】
　ここでの開示とともに説明される方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェア、
プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュール、その２つの組み合わせで直接
具体化されてもよい。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、
ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リ
ムバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、又は既存技術の記憶媒体の任意の他の形式に存在する
としてもよい。例示の記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読むことができ、記
憶媒体に情報を書くことができるように、プロセッサに接続される。代替として、記憶媒
体は、プロセッサに統合されるとしてもよい。プロセッサと記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在
する。ＡＳＩＣはユーザ端末に存在する。代替として、プロセッサと記憶媒体は、ユーザ
端末の離散的コンポーネントとして存在してもよい。
【００８６】
　１以上の例示の設計において、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、又はそれらの任意の組み合わせで実装されてもよい。もしソフトウェアで実
装されれば、機能は、コンピュータ読み取り可能媒体の１以上の命令又はコードとして格
納され、又は送信されるとしてもよい。コンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ
記憶媒体と、ある場所から他へコンピュータプログラムの転送を促進するあらゆる媒体を
含む通信媒体との双方を含む。記憶媒体は、汎用又は専用計算機によってアクセスするこ
とができるあらゆる利用可能な媒体としてもよい。例によって制限されず、そのようなコ
ンピュータ読み取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の
光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージ、又は、命令又はデータ構造の形式で
所望のプログラムコード手段を運び又は記憶するために使用することができ、汎用又は専
用コンピュータ又は汎用又は専用プロセッサによってアクセス可能な他の媒体を含むこと
ができる。また、どのような接続も適切にコンピュータ読み取り可能媒体と称される。例
えば、もしソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、又は同軸ケーブル、光ファイバーケ
ーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、又は赤外線、無線およびマイクロ
波のような無線技術を使用する他のリモートソースから送信される場合、そのときは、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、又は赤外線、無線、及びマ
イクロ波のような無線技術は、媒体の定義に含まれている。ここで使用されるようなｄｉ
ｓｋ及びｄｉｓｃは、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光
ディスク、デジタルバーサイタルディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク
、ブルーレイディスクを含み、ｄｉｓｋは、通常時期的にデータを再生し、ｄｉｓｃは、
レーザで光学的にデータを再生する。上記のコンビネーションも、コンピュータ読み取り
可能媒体の範囲に含まれるべきである。
【００８７】
　開示の前の記述は、どのような当業者であってもその開示を作る又は使用することが可
能に提供される。開示に対する様々な変更は、当業者に容易に理解されるだろう。また、
ここに定義された総括的な原則は、開示の意図又は範囲から外れることなく、他のバリエ
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ーションに適用されてもよい。したがって、その開示は、例及びここで記述された設計に
よって限定されることを意図するものではなく、ここで示された原則と新しい特徴と一致
する最も広い範囲を与えられることになる。
　以下に、本願出願時の請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］無線通信ネットワークにおいて情報を送信する方法において、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがってサブフレームの第１の部分において基準信号を送信すること、
　ユニキャスト情報を伝えることとして、前記サブフレームを認める少なくとも１つのス
テーションに、前記サブフレームの第２の部分においてユニキャスト情報を送信すること
、
を具備する、方法。
［２］［１］の方法において、
　ＭＢＳＦＮサブフレームとして、前記サブフレームを伝達するシステム情報を送信する
こと、をさらに具備する［１］の方法。
［３］前記少なくとも１つのステーションに対してユニキャスト情報を伝えることとして
、前記サブフレームを伝達するシグナリングを送信すること、をさらに具備する［１］の
方法。
［４］前記基準信号を送信することは、前記サブフレームがＭＢＳＦＮサブフレームであ
ることを期待するステーションに対して、前記サブフレームの前記第１の部分において前
記基準信号を送信することを具備する、［１］の方法。
［５］前記サブフレームがＭＢＳＦＮサブフレームであることを期待するステーションに
対して、前記ＭＢＳＦＮサブフレーム・フォーマットにしたがって、前記サブフレームの
前記第１の部分において制御信号を送信すること、をさらに具備する［１］の方法。
［６］前記サブフレームの前記第１の部分において、多くて４つのアンテナから前記基準
信号を送信すること、
　前記サブフレームの前記第２の部分において、少なくとも１つの付加的なアンテナから
前記基準信号を送信すること、
をさらに具備する、［１］の方法。
［７］前記サブフレームの前記第２の部分においてユニキャスト情報を送信することは、
前記少なくとも１つのステーションに、前記サブフレームの前記第２の部分において少な
くとも１つのユニキャスト・データと制御情報を送信することを具備する、［１］の方法
。
［８］前記サブフレームの前記第２の部分においてユニキャスト情報を送信することは、
前記少なくとも１つのステーションのうちの１つステーションに、前記サブフレームの前
記第２の部分において専用の基準信号を送信することを具備する、［１］の方法。
［９］前記サブフレームの前記第２の部分においてユニキャスト情報を送信することは、
　前記少なくとも１つのステーションのうちの１つのステーションに、前記サブフレーム
の前記第２の部分においてビームフォーミングを用いて専用の基準信号を送信すること、
　前記サブフレームの前記第２の部分においてビームフォーミングを用いて前記ステーシ
ョンに対するユニキャスト情報を送信すること、
を具備する、［１］の方法。
［１０］前記サブフレームの前記第２の部分においてチャネル品質指示（ＣＱＩ）基準信
号を送信すること、をさらに具備する、［１］の方法。
［１１］前記サブフレームの前記第１の部分においてユニキャスト情報を送信すること、
をさらに具備する、［１］の方法。
［１２］前記少なくとも１つのステーションは、３ＧＰＰ Release ８より後期のリリー
スをサポートする、［１］の方法。
［１３］無線通信のための装置において、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがってサブフレームの第１の部分において基準信号を送信するための手段、　
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ユニキャスト情報を伝えることとして、前記サブフレームを認める少なくとも１つのステ
ーションに、前記サブフレームの第２の部分においてユニキャスト情報を送信するための
手段、
を具備する、装置。
［１４］［１３］の装置において、
　ＭＢＳＦＮサブフレームとして、前記サブフレームを伝達するシステム情報を送信する
ための手段、をさらに具備する、［１３］の装置。
［１５］前記少なくとも１つのステーションに対してユニキャスト情報を伝えることとし
て、前記サブフレームを伝達するシグナリングを送信するための手段、をさらに具備する
、［１３］の装置。
［１６］前記サブフレームの前記第１の部分において、多くて４つのアンテナから前記基
準信号を送信するための手段、
　前記サブフレームの前記第２の部分において、少なくとも１つの付加的なアンテナから
前記基準信号を送信するための手段、
をさらに具備する、［１３］の装置。
［１７］前記サブフレームの前記第２の部分においてユニキャスト情報を送信するための
手段は、
　前記少なくとも１つのステーションのうちの１つのステーションに、前記サブフレーム
の前記第２の部分においてビームフォーミングを用いて専用の基準信号を送信するための
手段、
　前記サブフレームの前記第２の部分においてビームフォーミングを用いて前記ステーシ
ョンに対するユニキャスト情報を送信するための手段、
を具備する、［１３］の装置。
［１８］前記サブフレームの前記第２の部分においてチャネル品質指示（ＣＱＩ）基準信
号を送信するための手段、をさらに具備する、［１３］の装置。
［１９］無線通信ネットワークにおいて情報を受信する方法において、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって送信された基準信号を伝えるサブフレームの第１の部分を受信すること
、
　ステーションに対してユニキャスト情報を伝える前記サブフレームの第２の部分を受信
すること、
　前記ステーションに対する前記ユニキャスト情報を復元するために、前記サブフレーム
の前記第２の部分を処理すること、
を具備する、方法。
［２０］［１９］の方法において、
　前記ステーションにユニキャスト情報を伝えることとして、前記サブフレームを伝達す
るシグナリングを受信すること、をさらに具備する、［１９］の方法。
［２１］前記基準信号を復元するために、前記サブフレームの前記第１及び第２の部分を
処理することをさらに具備し、前記基準信号は、前記サブフレームの前記第１の部分にお
いて多くて４つのアンテナから送信され、前記サブフレームの前記第２の部分において少
なくとも１つの付加的なアンテナから送信される、［１９］の方法。
［２２］前記ステーションに送信された専用の基準信号を復元するために、前記サブフレ
ームの前記第２の部分を処理することをさらに具備し、前記専用の基準信号と前記ユニキ
ャスト情報は、前記ステーションにビームフォーミングを用いて送信される、［１９］の
方法。
［２３］前記サブフレームの前記第２の部分におけるチャネル品質指示（ＣＱＩ）基準信
号を受信すること、
　前記ＣＱＩ基準信号に基づいてチャネル品質を推定すること、
をさらに具備する、［１９］の方法。
［２４］無線通信のための装置において、



(28) JP 5746292 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって送信された基準信号を伝えるサブフレームの第１の部分を受信するため
の手段、
　ステーションに対してユニキャスト情報を伝える前記サブフレームの第２の部分を受信
するための手段、
　前記ステーションに対する前記ユニキャスト情報を復元するために、前記サブフレーム
の前記第２の部分を処理するための手段、
を具備する、装置。
［２５］［２４］の装置において、
　前記ステーションにユニキャスト情報を伝えることとして、前記サブフレームを伝達す
るシグナリングを受信するための手段、をさらに具備する、［２４］の装置。
［２６］前記基準信号を復元するために、前記サブフレームの前記第１及び第２の部分を
処理するための手段をさらに具備し、前記基準信号は、前記サブフレームの前記第１の部
分において多くて４つのアンテナから送信され、前記サブフレームの前記第２の部分にお
いて少なくとも１つの付加的なアンテナから送信される、［２４］の装置。
［２７］前記ステーションに送信された専用の基準信号を復元するために、前記サブフレ
ームの前記第２の部分を処理するための手段をさらに具備し、前記専用の基準信号と前記
ユニキャスト情報は、前記ステーションにビームフォーミングを用いて送信される、［２
４］の装置。
［２８］前記サブフレームの前記第２の部分におけるチャネル品質指示（ＣＱＩ）基準信
号を受信するための手段、
　前記ＣＱＩ基準信号に基づいてチャネル品質を推定するための手段、
をさらに具備する、［２４］の装置。
［２９］無線通信のための装置において、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって送信された基準信号を伝えるサブフレームの第１の部分を受信するため
、ステーションに対してユニキャスト情報を伝える前記サブフレームの第２の部分を受信
するため、前記ステーションに対する前記ユニキャスト情報を復元するために、前記サブ
フレームの前記第２の部分を処理するため、に構成される少なくとも１つのプロセッサを
具備する、装置。
［３０］前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ステーションにユニキャスト情報を伝
えることとして、前記サブフレームを伝達するシグナリングを受信するために構成される
、［２９］の装置。
［３１］前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基準信号を復元するために、前記サブ
フレームの前記第１及び第２の部分を処理するために構成されており、前記基準信号は、
前記サブフレームの前記第１の部分において多くて４つのアンテナから送信され、前記サ
ブフレームの前記第２の部分において少なくとも１つの付加的なアンテナから送信される
、［２９］の装置。
［３２］前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ステーションに送信された専用の基準
信号を復元するために、前記サブフレームの前記第２の部分を処理するために構成されて
おり、前記専用の基準信号と前記ユニキャスト情報は、前記ステーションにビームフォー
ミングを用いて送信される、［２９］の装置。
［３３］前記少なくとも１つのプロセッサは、前記サブフレームの前記第２の部分におけ
るチャネル品質指示（ＣＱＩ）基準信号を受信するため、及び前記ＣＱＩ基準信号に基づ
いてチャネル品質を推定するために構成されている、［２９］の装置。
［３４］少なくとも１つのコンピュータに、multicast/broadcast single frequency net
work(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマットにしたがって送信された基準信号を伝える
サブフレームの第１の部分を受信させるためのコード、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、ステーションに対してユニキャスト情報を伝え
る前記サブフレームの第２の部分を受信させるためのコード、
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　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ステーションに対する前記ユニキャスト情
報を復元するために、前記サブフレームの前記第２の部分を処理させるためのコード、を
具備するコンピュータ読み取り可能媒体、を具備するコンピュータプログラムプロダクト
。
［３５］無線通信ネットワークにおける干渉を緩和する方法において、
　第２の基地局に対して、第１の基地局によってサブフレームを予約すること、
　multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマ
ットにしたがって前記予約されたサブフレームの第１の部分において基準信号を送信する
こと、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、干渉を縮小するために前記予
約されたサブフレームの残りの部分において無通信又は低通信パワーレベルでの通信を送
信すること、
を具備する、方法。
［３６］前記第１の基地局によってサーブされるステーションに、ＭＢＳＦＮサブフレー
ムとして前記予約されたサブフレームを伝達するシステム情報を送信すること、をさらに
具備する、［３５］の方法。
［３７］前記基準信号を送信することは、前記予約されたサブフレームの先頭のＭのシン
ボル期間において前記基準信号を送信することを具備し、Ｍは、１以上であり、前記第１
の基地局でのアンテナの数に依存する、［３５］の方法。
［３８］前記第１の基地局は、高パワー基地局であり、前記第２の基地局は、低パワー基
地局である、［３５］の方法。
［３９］前記第１の基地局は、制限されたアクセスを持ち、前記第２の基地局は、制限さ
れた又は無制限のアクセスを持つ、［３５］の方法。
［４０］無線通信のための装置において、
　第２の基地局に対して、第１の基地局によってサブフレームを予約するための手段、　
multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレーム・フォーマッ
トにしたがって前記予約されたサブフレームの第１の部分において基準信号を送信するた
めの手段、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、干渉を縮小するために前記予
約されたサブフレームの残りの部分において無通信又は低通信パワーレベルでの通信を送
信するための手段、
を具備する、装置。
［４１］前記第１の基地局によってサーブされるステーションに、ＭＢＳＦＮサブフレー
ムとして前記予約されたサブフレームを伝達するシステム情報を送信するための手段、を
さらに具備する、［４０］の装置。
［４２］前記基準信号を送信するための手段は、前記予約されたサブフレームの先頭のＭ
のシンボル期間において前記基準信号を送信するための手段を具備し、Ｍは、１以上であ
り、前記第１の基地局でのアンテナの数に依存する、［４０］の装置。
［４３］無線通信ネットワークにおいて情報を送信する方法において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームの指示を受信する
こと、
　前記予約されたサブフレームの第１の部分において無通信を送信すること、ここで前記
第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフレー
ム・フォーマットにしたがって前記第１の基地局によって送信される基準信号を具備し、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、前記予約されたサブフレーム
の第２の部分において通信を送信すること、
を具備する、方法。
［４４］前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において通信を送信することは、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において基準信号を送信すること、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間
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において制御情報を送信すること、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における残りのシンボル期間においてユ
ニキャスト情報を送信すること、
を具備する、［４３］の方法。
［４５］前記予約されたサブフレームの前記第１の部分は、Ｍのシンボル期間を具備し、
Ｍは、１以上であり、前記第１の基地局でのアンテナの数に依存する、［４３］の方法。
［４６］無線通信における装置において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームの指示を受信する
ための手段、
　前記予約されたサブフレームの第１の部分において無通信を送信するための手段、ここ
で前記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブ
フレーム・フォーマットにしたがって前記第１の基地局によって送信される基準信号を具
備し、
　前記第２の基地局によってサーブされるステーションに、前記予約されたサブフレーム
の第２の部分において通信を送信するための手段、
を具備する、装置。
［４７］前記予約されたサブフレームの前記第２の部分において通信を送信するための前
記手段は、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における基準信号を送信するための手段
、
　前記予約されたサブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間
において制御情報を送信するための手段、
　前記第２の基地局によってサーブされる前記ステーションに、前記予約されたサブフレ
ームの前記第２の部分における残りのシンボル期間においてユニキャスト情報を送信する
ための手段、
を具備する、［４６］の装置。
［４８］無線通信ネットワークにおいて情報を受信する方法において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームをステーションに
よって受信すること、ここで、前記サブフレームは、第１の部分と第２の部分を具備し、
前記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)サブフ
レーム・フォーマットにしたがって前記第１の基地局によって送信される基準信号を具備
し、
　前記ステーションに対して前記第２の基地局によって送信されたユニキャスト情報を復
元するために、前記サブフレームの前記第２の部分を処理すること、
を具備する、方法。
［４９］前記ステーションにユニキャスト情報を伝えることとして、前記サブフレームを
伝達するシグナリングを受信すること、をさらに具備する、［４８］の方法。
［５０］前記サブフレームの前記第２の部分を処理することは、
　前記サブフレームの前記第２の部分から基準信号を復元すること、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間から制御信
号を復元すること、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つの残りのシンボル期間から
前記ユニキャスト情報を復元すること、
を具備する、［４８］の方法。
［５１］前記サブフレームの先頭のＭのシンボル期間をとばすことをさらに具備し、Ｍは
1以上であり、前記第１の基地局でのアンテナの数に依存する、［４８］の方法。
［５２］無線通信のための装置において、
　第２の基地局のために第１の基地局によって予約されたサブフレームをステーションに
よって受信するための手段、ここで、前記サブフレームは、第１の部分と第２の部分を具
備し、前記第１の部分は、multicast/broadcast single frequency network(ＭＢＳＦＮ)
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を具備し、
　前記ステーションに対して前記第２の基地局によって送信されたユニキャスト情報を復
元するために、前記サブフレームの前記第２の部分を処理するための手段、
を具備する、装置。
［５３］前記ステーションにユニキャスト情報を伝えることとして、前記サブフレームを
伝達するシグナリングを受信するための手段、をさらに具備する、［５２］の装置。
［５４］前記サブフレームの前記第２の部分を処理するための前記手段は、
　前記サブフレームの前記第２の部分から基準信号を復元するための手段、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つのシンボル期間から制御信
号を復元するための手段、
　前記サブフレームの前記第２の部分における少なくとも１つの残りのシンボル期間から
前記ユニキャスト情報を復元するための手段、
を具備する、［５２］の装置。
【００８８】
　主張されるものは次のとおりである:
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